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公
羊
伝
の
思
想
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上
〕

野
間
　
文
史

春
秋
の
三
特
色
/
魯
国
主
体
に
つ
い
て
/
内
魯
説
に
つ
い
て
/
王
室
尊
崇
の
念
に
つ
い
て
/
理
念
と
し
て
の
王
/
天
子
・
諸
侯
・
大
夫
・
士
/

諸
侯
の
専
封
を
与
さ
ず
/
世
卿
は
非
礼
な
り
/
大
夫
に
遂
事
無
し
/
再
び
大
夫
に
遂
事
無
し
/
権
の
容
認
/
文
実
の
論
/
君
臣
の
義
と
親
親
の
道
/

君
親
無
将
、
将
而
誅
焉
/
親
親
の
遺
(
以
上
本
集
)

中
国
と
夷
秋
/
夷
秋
に
与
す
に
は
一
に
し
て
足
ら
ず
/
中
国
も
新
夷
秋
な
り
/
俄
烈
な
壊
夷
/
意
志
の
尊
重
/
公
の
意
を
成
す
/
未
然
の
前
に
旺
す
/

伯
姫
を
録
す
/
賢
者
の
為
に
謹
む
/
譲
国
の
賢
者
/
復
讐
の
是
認
/
災
異
の
見
方
/
災
と
異
に
つ
い
て
/
災
異
自
戒
と
災
異
応
験
/
天
の
啓
示
/

公
羊
伝
の
作
成
(
以
上
次
集
)

121

春
秋
の
三
特
色
　
　
第
三
章
で
『
公
羊
伝
』
　
の
成
立
と
そ
れ
に
伴
う
問
題
、

『
公
羊
伝
』
　
の
釈
義
の
基
本
的
な
方
法
等
に
つ
い
て
述

べ
て
き
た
。
そ
し
て
『
春
秋
』
と
は
、
尭
舜
の
道
に
淵
源
す
る
周
の
王
道
に
基

づ
い
て
天
下
が
統
一
さ
れ
る
こ
と
を
後
聖
に
期
待
し
た
孔
子
に
よ
り
、
「
撥
乱

反
正
」
　
の
書
と
し
て
著
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
『
公
羊
伝
』
の
『
春

秋
』
観
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
そ
こ
で
本
章
で
は
さ
ら
に
『
公
羊
伝
』
の
具
体

的
な
主
張
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

先
ず
そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
第
一
章
に
お
い
て
『
春
秋
』
　
の
文
章
を
検

討
し
た
際
に
指
摘
し
た
三
点
の
特
色
か
ら
始
め
た
い
。
そ
の
三
点
と
は
、

第
一
点
、
『
春
秋
』
が
魯
国
主
体
の
記
録
で
あ
る
こ
と
。

第
二
点
、
『
春
秋
』
に
周
の
王
室
に
対
す
る
尊
崇
の
念
が
見
出
せ
る
こ
と
。

第
三
点
、
『
春
秋
』
が
周
の
封
建
制
度
の
下
に
お
け
る
秩
序
を
重
ん
じ
て
い

る
こ
と
。

と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
で
『
公
羊
伝
』
　
の
思
想
内
容
を
検
討
す
る
に

当
た
り
、
『
春
秋
』
が
も
っ
て
い
る
こ
の
三
つ
の
特
色
を
『
公
羊
伝
』
が
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
と
す
る
。

魯
国
主
体
に
つ
い
て
　
　
『
春
秋
』
が
魯
国
の
年
代
記
を
も
と
に
し
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
記
事
が
魯
国
中
心
で
あ
る
こ

と
は
当
然
と
い
え
ば
当
然
で
あ
る
が
、
『
公
羊
伝
』
も
や
は
り
こ
れ
を
踏
襲
す
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る
。
た
と
え
ば
、

む
か

荘
e
-
「
夏
、
軍
伯
逆
王
姫
　
(
軍
伯
、
王
姫
を
逆
ふ
)
」

「
単
伯
」
　
と
は
誰
か
。
吾
が
国
の
大
夫
で
天
子
に
爵
命
さ
れ
た
者
で
あ

し

る
。
な
に
ゆ
え
　
「
使
む
　
(
魯
君
が
単
伯
に
王
姫
を
逆
え
さ
せ
た
)
　
」
　
と
い
わ

な
い
の
か
。
天
子
が
召
還
し
て
使
役
し
た
か
ら
で
あ
る
。
「
逆
ふ
」
　
と
は

つ
か
さ

ど
う
い
う
こ
と
か
。
我
が
国
に
婚
礼
を
主
ど
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
ど
う

し
て
我
が
国
に
婚
礼
を
主
ど
ら
せ
る
の
か
。
天
子
が
王
女
を
諸
侯
に
嫁
入

り
さ
せ
る
と
き
は
、
必
ず
同
姓
の
諸
侯
が
こ
れ
を
主
ど
り
、
諸
侯
が
公
女

を
嫁
入
り
さ
せ
る
と
き
は
、
必
ず
同
姓
の
大
夫
が
こ
れ
を
主
ど
る
、
と
い

う
の
が
礼
の
定
め
で
あ
る
か
ら
だ
。
(
軍
伯
者
何
、
吾
大
夫
之
命
乎
天
子
者

也
。
何
以
不
稀
使
、
天
子
召
両
便
之
也
。
逆
之
者
何
、
使
我
主
之
也
。
島
烏
使
我

主
之
、
天
子
嫁
女
乎
諸
侯
、
必
使
諸
侯
同
姓
者
主
之
。
諸
侯
嫁
女
干
大
夫
、
必
使

大
夫
同
姓
者
主
之
)

と
い
う
伝
文
の
、
「
吾
大
夫
」
・
「
使
我
主
之
也
」
　
の
よ
う
に
、
『
公
羊
伝
』

に
お
い
て
も
『
春
秋
』
と
同
様
に
第
一
人
称
は
魯
国
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
た
だ
し
『
春
秋
』
で
は
　
「
我
」
字
の
み
で
あ
っ
た
が
、
『
公
羊
伝
』
で

は
こ
れ
に
加
え
て
　
「
吾
」
　
字
も
使
わ
れ
て
い
る
の
が
少
し
異
な
る
点
で
あ
る
。

以
下
に
二
例
ず
つ
、
原
文
の
み
で
あ
る
が
引
用
し
て
お
こ
う
。

隠
3
　
侠
卒
[
伝
]
侠
者
何
、
吾
大
夫
之
未
命
者
也
。

桓
-
0
　
冬
、
十
有
二
月
、
丙
午
、
奔
侯
・
衛
侯
・
鄭
伯
来
戦
干
郎
[
伝
]
郎
者
何
、

吾
近
邑
也
。
…
…

荘
e
-
王
使
柴
叔
爽
錫
桓
公
命
[
伝
]
錫
者
何
、
賜
也
。
命
者
何
、
加
我
服
也
。

其
言
桓
公
何
、
追
命
也
。
.

荘
O
N
　
秋
、
七
月
、
賛
王
姫
卒
[
伝
]
外
夫
人
不
卒
、
此
何
以
卒
、
録
焉
爾
。

る
鳥
録
焉
爾
、
我
主
之
也
。

な
お
右
の
最
後
の
例
に
　
「
外
夫
人
不
卒
」
、
つ
ま
り
外
国
の
夫
人
の
死
亡
記

事
は
『
春
秋
』
に
記
録
し
な
い
、
と
い
う
伝
例
が
見
え
て
い
る
。
こ
れ
に
類
す

る
も
の
と
し
て
は
他
に
、

外
夫
人
不
葬

外
逆
女
不
書

外
大
夫
不
卒

外
大
夫
不
着
葬

外
相
如
不
番

外
災
不
審

外
異
不
書

外
取
邑
不
書

外
平
不
書

等
の
伝
例
が
『
公
羊
伝
』

外
国
の
夫
人
の
埋
葬
は
書
か
な
い
。

外
国
の
公
女
の
婚
礼
は
書
か
な
い
。

外
国
の
大
夫
の
死
亡
は
書
か
な
い
。

外
国
の
大
夫
の
埋
葬
は
書
か
な
い
。

外
国
の
大
夫
の
行
動
は
書
か
な
い
。

外
国
の
災
害
は
書
か
な
い
。

外
国
の
異
変
は
書
か
な
い
。

外
国
同
士
が
邑
を
取
っ
た
こ
と
は
書
か
な
い
。

外
国
同
士
の
和
平
は
書
か
な
い
。

に
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
魯
国
以
外
の
国
を
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「
外
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
必
然
的
に
　
「
内
」
と
は
魯
国
を
指
す
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
は
『
春
秋
』
経
文
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
用

法
で
あ
る
〔
①
〕
。
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内
辞
に
つ
い
て
　
　
そ
し
て
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
「
内
」
す
な
わ
ち
魯

に
つ
い
て
『
春
秋
』
の
書
法
で
は
特
別
な
配
慮
を
払
う
、

と
『
公
羊
伝
』
が
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

昭
O
A
　
「
九
月
、
取
郁
(
邱
を
取
る
)
」

こ
こ
に
　
「
取
る
」
　
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
滅
ぼ
し
た
の
で
あ

る
。
滅
ぼ
し
て
い
な
が
ら
　
「
取
る
」
　
と
い
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
「
内
」
　
の

大
悪
は
謹
み
避
け
た
表
現
を
す
る
の
が
原
則
だ
か
ら
で
あ
る
。
　
(
其
言
取

之
何
、
減
之
也
。
滅
之
則
其
言
取
之
何
、
内
大
悪
、
詩
也
)

と
い
う
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。
い
っ
た
い
　
「
撥
乱
反
正
」
　
を
旗
印
と
す
る
『
公

羊
伝
』
に
あ
っ
て
は
、
諸
侯
の
国
々
が
他
国
を
滅
ぼ
し
合
う
こ
と
は
大
意
で
あ

る
。
し
か
し
そ
れ
が
魯
国
の
場
合
に
は
、
そ
の
事
実
を
直
音
す
る
の
を
詩
み
避

け
て
、
「
取
る
」
　
と
い
う
お
だ
や
か
な
書
き
方
を
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ

の
　
「
謹
む
」
と
い
う
の
は
『
公
羊
伝
』
に
特
徴
的
な
釈
義
の
方
法
で
、
閏
公
元

年
伝
に
そ
の
説
明
が
有
る
。
す
な
わ
ち
、

た
め

春
秋
は
尊
者
の
為
に
謹
み
、
親
者
の
為
に
謹
み
、
賢
者
の
為
に
謹
む
。

(
春
秋
烏
尊
者
詩
、
鳶
親
者
辞
、
烏
賢
者
謹
)

と
い
う
よ
う
に
ま
と
め
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

こ
の
例
の
場
合
は
、
魯
を
　
「
親
者
」
　
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

こ
の
よ
う
な
魯
国
の
た
め
に
遠
慮
し
た
書
法
を
ま
た
　
「
内
辞
λ
内
の
た
め
の
表

現
)
」
　
と
言
う
こ
と
も
あ
る
。

ゆ

文
○
∽
「
公
孫
故
知
京
師
、
不
至
而
復
、
丙
戊
、
奔
菖
(
公
孫
赦
、
京
師
に
如
き
、

至
ら
ず
し
て
復
る
)
　
」

「
到
着
し
な
い
で
引
き
帰
し
た
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
「
到
着
し
な

い
で
引
き
帰
し
た
」
　
と
は
、
　
「
内
」
　
の
た
め
に
遠
慮
し
た
表
現
で
あ
る
。

実
際
に
は
文
公
が
公
孫
故
を
往
か
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。
往

み

や

こ

　

ゆ

か
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
な
ら
、
こ
こ
に
　
「
京
師
に
如
く
」
と
い

う
の
は
な
ぜ
か
。
(
『
春
秋
』
の
記
録
の
上
で
)
　
文
公
の
　
(
往
か
せ
た
い
と

い
う
)
　
意
志
を
遂
げ
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
な
に
ゆ
え
公
孫
数
が
　
「
出
奔
し

た
」
　
と
い
わ
な
い
の
か
。
そ
の
ま
ま
国
外
に
在
住
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
　
(
不
至
復
者
何
、
不
至
復
者
、
内
辟
也
。
不
可
使
往
也
。
不
可
使
往
、
則

其
言
如
京
師
何
、
遂
公
意
也
。
何
以
不
言
出
、
遂
在
外
也
)

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
文
公
が
主
君
で
あ
り
な
が
ら
臣
下
の
公
孫
数
を
京
師
に
行

か
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
文
公
に
と
っ
て
恥
ず
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

『
春
秋
』
で
は
そ
の
事
実
を
謹
み
避
け
て
、
行
く
に
は
行
っ
た
が
途
中
か
ら
引

き
帰
し
た
と
い
う
書
き
方
を
し
て
い
る
と
『
公
羊
伝
』
は
主
張
す
る
。
『
公
羊

伝
』
に
は
、
こ
の
よ
う
な
魯
の
た
め
の
特
別
な
書
法
と
し
て
の
　
「
内
辞
」
　
が
十

三
例
見
え
る
。

そ
し
て
魯
を
　
「
内
」
　
と
し
、
そ
の
他
の
国
を
　
「
外
」
　
と
し
た
う
え
で
、
そ
の

記
録
の
方
針
も
ま
た
異
な
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、

隠
-
O
「
辛
未
、
取
部
。
辛
巳
、
取
防
(
辛
未
、
部
を
取
る
。
辛
巳
、
防
を
取
る
)
」

邑
を
取
っ
た
場
合
に
は
通
例
　
「
日
」
を
書
か
な
い
の
に
、
こ
こ
で
は
な

123
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に
ゆ
え
日
付
を
書
い
た
の
か
。
一
箇
月
の
間
に
二
箇
所
も
取
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
な
ぜ
一
箇
月
の
間
に
二
箇
所
取
っ
た
こ
と
を
問
題
と
す
る
の
か
。

甚
だ
し
い
も
の
だ
と
見
な
し
た
か
ら
だ
。
　
「
内
」
　
の
大
患
は
謹
み
避
け
て

書
か
な
い
も
の
な
の
に
、
こ
こ
で
甚
だ
し
い
も
の
だ
と
い
う
の
は
な
ぜ
か
。

『
春
秋
』
は
　
「
内
」
　
の
こ
と
は
詳
録
し
て
、
「
外
」
　
の
こ
と
は
略
記
す
る

の
が
原
則
だ
か
ら
。
つ
ま
り
　
「
外
」
　
の
こ
と
は
、
大
藩
を
記
録
し
て
小
窓

は
記
録
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
　
「
内
」
　
の
こ
と
は
、
大
悪
は
謹
み
避
け
る

が
小
窓
は
記
録
す
る
。
取
邑
は
小
窓
だ
か
ら
記
録
し
た
の
で
あ
る
。
(
取

邑
不
日
、
此
何
以
日
、
一
月
而
再
取
也
。
何
言
乎
一
月
而
再
取
、
甚
之
也
。
内
、

大
悪
誼
、
比
其
言
甚
之
何
、
春
秋
録
内
而
略
外
。
於
外
、
大
悪
書
小
窓
不
審
。
於

内
、
大
悪
詮
小
要
事
)

と
い
う
伝
文
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
書
き
分
け
が
有
る
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。

内
外

内
魯
説
に
つ
い
て
た
だ
し
、
こ
の
魯
を
「
内
」
と
し
他
の
国
を
「
外
」

と
す
る
と
い
う
区
別
も
、
さ
ら
に
広
げ
て
「
中
国
」

と
「
夷
秋
」
と
い
う
観
点
を
入
れ
る
と
、
一
段
と
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
こ
と

に
な
る
。
次
の
例
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

成
-
∽
　
「
冬
十
有
一
月
、
叔
孫
僑
如
合
音
士
壁
・
脅
高
無
谷
・
采
華
元
・
衛
孫
林

父
・
鄭
公
子
始
・
榔
婁
人
、
合
呉
干
鍾
離
」

ど
う
し
て
　
「
呉
に
会
す
る
」
　
こ
と
を
別
記
し
た
の
か
。
呉
を
　
「
外
」
　
に

す
る
か
ら
で
あ
る
。
ど
う
し
て
　
「
外
」
　
に
す
る
の
か
。
『
春
秋
』
は
魯
の

国
を
　
「
内
」
　
と
し
て
、
諸
夏
　
〔
中
国
の
諸
侯
〕
　
を
　
「
外
」
　
と
み
な
し
、
諸

夏
を
　
「
内
」
　
と
す
る
場
合
は
、
夷
秋
を
　
「
外
」
　
と
み
な
す
か
ら
で
あ
る
。

王
者
は
天
下
を
一
統
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
　
「
外
内
」
　
と

い
う
区
別
し
た
表
現
を
用
い
る
の
か
。
近
く
の
者
か
ら
は
じ
め
て
次
第
に

そ
の
感
化
力
に
よ
っ
て
遠
い
者
に
ま
で
及
ぼ
そ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

(
昂
鳥
殊
合
呉
、
外
呉
也
。
昂
烏
外
也
、
春
秋
内
其
國
而
外
諸
夏
、
内
諾
夏
而
外

夷
秋
。
王
者
欲
一
平
天
下
。
昂
鳥
以
外
内
之
辞
言
之
、
吉
日
近
者
始
也
)

つ
ま
り
『
春
秋
』
に
は
　
「
魯
-
諸
夏
-
夷
秋
」
　
と
い
う
三
段
階
の
書
法
が
有

る
と
、
『
公
羊
伝
』
は
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
き
に
関
公
元
年
伝
の
、

「
春
秋
は
尊
者
の
為
に
誼
み
、
親
者
の
為
に
詰
み
、
賢
者
の
為
に
詮
む
」
　
と
い

う
言
葉
を
紹
介
し
た
が
、
「
謹
む
」
　
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
　
「
中

国
の
為
に
謹
む
」
と
い
う
表
現
(
三
例
)
　
も
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
こ
う
。

た
だ
し
こ
の
　
「
諸
夏
」
　
と
　
「
夷
秋
」
　
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
後
に
論
じ
る

こ
と
と
し
た
い
。

以
上
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、
『
公
羊
伝
』
で
は
『
春
秋
』
と
同
様
に
第

一
人
称
は
魯
を
指
し
て
は
い
る
が
、
さ
ら
に
魯
を
　
「
内
」
　
と
す
る
観
点
を
新
た

に
付
け
加
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。
そ
し
て
こ
れ
を

「
内
魯
説
」
　
と
名
づ
け
る
学
者
も
あ
る
〔
②
〕
。
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王
室
等
崇
の
念
に
つ
い
て
　
　
さ
て
『
春
秋
』
の
第
二
の
特
色
と
し
て
指
摘

し
た
周
王
に
対
す
る
尊
崇
の
念
に
つ
い
て
も
、

『
公
羊
伝
』
は
こ
れ
を
継
承
し
、
さ
ら
に
こ
の
場
合
に
も
ま
た
新
た
な
観
点
を

創
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
ず
、
第
一
章
に
も
引
用
し
た
次
の
二
例
の
経
文

と
、
こ
れ
に
施
さ
れ
た
伝
文
を
紹
介
し
た
い
。

倍
宗
「
春
、
王
正
月
、
公
舎
王
人
・
替
侯
・
采
公
・
衛
侯
・
許
男
・
曹
伯
・
陳
世
子

款
・
鄭
世
子
華
盟
干
挑
」

「
王
人
」
　
と
は
誰
か
。
身
分
の
低
い
者
で
あ
る
。
ど
う
し
て
諸
侯
の
上

に
位
置
づ
け
る
の
か
。
王
の
命
令
を
受
け
た
者
を
先
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。

(
王
入
着
何
、
微
者
也
。
昂
鳥
序
乎
諸
侯
之
上
、
先
王
命
也
。
)

債
畠
　
「
公
及
啓
侯
・
宋
公
・
陳
侯
・
衛
侯
・
鄭
伯
・
許
男
・
曹
伯
、
合
王
世
子
千
首

戴
」

ど
う
し
て
　
「
王
の
世
子
に
会
す
る
」
　
こ
と
を
別
記
し
た
の
か
。
世
子
が

諸
侯
よ
り
も
高
貴
な
身
分
だ
か
ら
で
あ
る
。
世
子
と
は
世
々
絶
え
ざ
る
子

孫
の
意
味
で
あ
る
。
　
(
昂
烏
殊
含
王
世
子
、
世
子
貴
也
。
世
子
猶
世
世
子
也
)

前
者
は
、
た
と
え
　
「
微
者
」
す
な
わ
ち
身
分
の
低
い
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、

天
子
の
命
令
を
受
け
た
者
が
諸
侯
　
(
こ
の
例
の
場
合
、
斉
侯
は
春
秋
第
一
番
目
の
覇

者
の
斉
の
桓
公
で
あ
る
)
　
の
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

後
者
は
、
王
の
世
子
で
あ
る
か
ら
、
王
が
派
遣
し
た
微
音
と
も
異
な
る
特
別
な

書
き
方
を
し
た
と
い
う
。
ま
た
、

と
つ

桓
O
の
「
春
、
紀
季
姜
蹄
干
京
師
　
(
紀
の
季
妻
、
京
師
に
紆
ぐ
)
」

「
京
師
」
と
は
な
に
か
。
天
子
の
居
ま
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
京
」
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
「
師
」
　
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
。
衆
い
こ
と
で
あ
る
。
天
子
の
居
ま
す
と
こ
ろ
は
必
ず
　
「
衆
大
」
　
の

意
味
の
表
現
を
用
い
る
。
　
(
京
師
者
何
、
天
子
之
居
也
。
京
者
何
、
大
也
。
師

者
何
、
衆
也
。
天
子
之
居
必
以
衆
大
之
詳
言
之
)

と
い
う
の
も
、
王
・
天
子
に
対
す
る
特
別
な
敬
意
の
表
わ
れ
た
伝
文
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
『
春
秋
』
　
の
尊
王
の
心
情
を
受
け
継
い
だ
も
の
と
い
え
よ
う
。
と
こ

ろ
が
『
公
羊
伝
』
は
さ
ら
に
王
者
を
絶
対
化
す
る
の
で
あ
る
。

隠
0
-
「
冬
、
十
有
二
月
、
祭
伯
爽
　
(
祭
伯
爽
た
る
)
」

「
祭
伯
」
　
と
は
誰
か
。
天
子
の
大
夫
で
あ
る
。
な
に
ゆ
え
　
「
使
〔
天
子

が
来
さ
せ
た
〕
」
　
と
い
わ
な
い
の
か
。
出
奔
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
出

奔
し
て
き
た
の
な
ら
ど
う
し
て
出
奔
し
た
と
い
わ
な
い
の
か
。
王
者
に
は

外
は
無
い
か
ら
だ
。
出
奔
と
い
え
ば
、
外
が
有
る
表
現
に
な
っ
て
し
ま
う
。

(
祭
伯
者
何
、
天
子
之
大
夫
也
。
何
以
不
稀
使
、
奔
也
。
奔
則
る
烏
不
言
斉
、

王
者
無
外
。
言
奔
則
有
外
之
辞
也
)

成
0
-
「
秋
、
王
師
敗
績
干
貿
戎
　
(
王
師
、
貿
戒
に
敗
績
す
)
」

誰
が
　
「
王
師
」
　
を
撃
ち
敗
っ
た
の
か
。
た
ぷ
ん
晋
が
撃
ち
敗
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
貿
戒
が
撃
ち
敗
っ
た
と
い
う
人
も
い
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、

ど
う
し
て
晋
が
撃
ち
敗
っ
た
と
い
わ
な
い
の
か
。
王
者
は
無
敵
で
あ
り
、

敢
え
て
敵
対
し
よ
う
と
す
る
者
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
(
執
敗
之
、
重

曹
敗
之
。
戎
日
、
貿
戎
敗
之
。
然
別
昂
鳥
不
言
曹
敗
之
。
王
者
無
敵
、
莫
敢
普
也
)
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桓
-
∽
「
春
、
二
月
、
天
王
使
家
父
来
求
車
　
(
天
王
、
家
父
を
し
て
来
た
り
て
車

を
求
め
し
む
)
　
」

な
に
ゆ
え
書
い
た
の
か
。
訪
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
諮
る
の
か
。
王
者

は
物
を
要
求
し
て
は
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
車
を
求
め
た
の
は
礼
に
違
う
行

為
で
あ
る
。
(
何
以
書
、
誠
。
何
談
爾
、
王
者
無
求
、
求
者
、
非
穏
也
)

こ
こ
に
い
う
　
「
王
者
無
外
」
　
と
は
、
王
　
(
天
子
)
　
は
天
下
を
保
有
し
て
い
る

か
ら
封
境
が
無
く
、
そ
の
権
威
が
無
限
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
王
者
無
敵
」
と
は
、
王
に
敵
対
す
る
者
は
無
く
、
王
の
権
威
は
絶
対
で
あ
る

と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
王
者
無
求
」
と
は
、
諸
侯
か
ら
王
へ
の

貢
納
は
無
限
で
あ
る
か
ら
当
然
満
ち
足
り
て
い
る
は
ず
で
、
私
的
に
財
物
を
要

求
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
王
の
行
為
は
何
も
の

に
も
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。

隠
O
U
「
三
月
、
庚
戊
、
天
王
崩
」

な
に
ゆ
え
天
子
に
は
埋
葬
の
記
事
が
無
い
の
か
。
天
子
に
は
崩
御
を

記
録
し
て
埋
葬
を
記
録
し
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
か
ら
だ
。
な
ぜ
な
ら

必
ず
礼
制
に
定
め
ら
れ
た
時
期
に
埋
葬
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
諸
侯
の

場
合
は
卒
去
を
記
録
し
埋
葬
も
記
録
す
る
。
天
子
が
い
ま
せ
ば
　
(
天
子

の
行
事
に
左
右
さ
れ
て
)
、
必
ず
し
も
礼
制
に
定
め
ら
れ
た
時
期
に
埋
葬

さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ど
う
し
て
「
崩
」
と
い
っ
た
り
、

「
苑
」
と
い
っ
た
り
す
る
の
か
。
天
子
に
は
「
崩
」
と
い
い
、
諸
侯
に

は
「
亮
」
と
い
い
、
大
夫
に
は
「
卒
」
と
い
い
、
士
に
は
「
不
禄
」
と

い
う
の
が
礼
の
定
め
で
あ
る
。
　
(
何
以
不
審
葬
、
天
子
記
崩
不
記
葬
、
必

共
時
也
。
諸
侯
記
卒
記
葬
。
有
天
子
存
、
不
得
必
共
時
也
。
島
鳥
或
言
崩
、
或

青
菜
、
天
子
日
崩
、
諸
侯
日
英
、
大
夫
日
卒
、
土
日
不
禄
)

こ
の
伝
文
に
よ
れ
ば
、
王
の
埋
葬
は
何
も
の
に
も
妨
げ
ら
れ
な
い
か
ら
、
そ

れ
を
記
録
す
る
必
要
が
無
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
『
公
羊
伝
』

の
主
張
で
あ
っ
て
、
実
際
に
『
春
秋
』
に
そ
の
よ
う
な
書
法
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
は
、
こ
の
際
問
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
〔
③
〕
。
し
か
し
『
公
羊
伝
』
の
こ
の

よ
う
な
主
張
は
、
「
一
統
を
大
な
り
」
　
(
隠
公
元
年
)
と
し
、
「
王
者
は
天
下

を
一
に
せ
ん
と
欲
」
　
(
成
公
十
五
年
)
す
る
と
い
い
、
「
天
下
の
周
に
一
な
ら

ん
こ
と
を
欲
」
　
(
文
公
十
三
年
)
す
る
『
公
羊
伝
』
の
理
想
か
ら
い
え
ば
、
当

然
の
帰
結
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
現
実
に
周
王
の
権
威
が
脅
か
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
が
起
っ
た

と
し
て
も
、
表
面
的
に
は
そ
の
事
実
を
謹
み
避
け
た
表
現
を
す
る
と
い
う
。

宣
e
-
「
冬
、
晋
始
穿
帥
師
侵
柳
(
音
の
超
穿
、
師
を
帥
ゐ
て
跡
を
侵
す
)
」

「
柳
」
と
は
な
に
か
。
天
子
の
邑
で
あ
る
。
ど
う
し
て
周
に
繋
げ
な
い

ゆ
る

の
か
。
『
春
秋
』
は
、
天
子
を
伐
つ
こ
と
を
写
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

(
柳
者
何
、
天
子
之
邑
也
。
昂
烏
不
繋
乎
周
、
不
興
伐
天
子
也
)

こ
の
経
文
は
晋
が
柳
邑
を
侵
犯
し
た
記
事
で
あ
る
が
、
『
公
羊
伝
』
に
よ
れ

ば
柳
邑
は
実
は
周
の
邑
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
公
羊
伝
』
の
理
想
か
ら
す

れ
ば
、
諸
侯
が
天
子
の
邑
を
侵
犯
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
。
そ
こ

で
『
春
秋
』
は
周
の
邑
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
な
い
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

同
じ
よ
う
な
例
と
し
て
も
う
一
例
挙
げ
て
お
こ
う
。
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桓
0
-
「
鄭
伯
以
壁
偶
許
田
　
(
郭
伯
、
壁
を
以
て
許
田
を
偏
る
)
」

こ
こ
に
　
「
蟹
玉
で
借
り
た
」
　
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
交
換
し

た
の
で
あ
る
。
交
換
し
た
の
に
借
り
た
と
い
う
の
は
な
ぜ
か
。
恭
順
な
表

現
を
し
た
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
恭
順
な
表
現
を
し
た
の
か
。
天
子
が
い

ま
せ
ば
、
諸
侯
は
領
土
を
勝
手
に
処
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
だ
。

「
許
の
田
」
と
は
な
に
か
。
魯
の
朝
宿
の
邑
で
あ
る
。
諸
侯
は
定
め
ら
れ

た
時
期
に
天
子
に
朝
貢
す
る
か
ら
、
京
都
の
郊
外
に
諸
侯
は
そ
れ
ぞ
れ
朝

貢
の
際
に
宿
泊
す
る
邑
が
有
る
。
こ
れ
は
魯
の
朝
宿
の
邑
で
あ
る
。
そ
れ

な
の
に
ど
う
し
て
　
「
許
の
田
」
　
と
い
う
の
か
。
周
の
田
を
処
分
し
た
こ
と

を
謹
み
は
ば
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
周
の
田
を
処
分
し
た
こ
と
を
誼
み
は

ば
か
っ
た
の
な
ら
、
ど
う
し
て
こ
れ
を
　
「
許
の
田
」
　
と
い
う
の
か
。
こ
れ

を
許
に
繋
け
た
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
許
に
繋
け
た
の
か
。
許
の
地
に
近

い
か
ら
で
あ
る
。
…
…
(
其
言
以
璧
傾
之
何
、
易
之
也
。
易
之
則
其
舌
恨
之
何
、

烏
恭
也
。
昂
烏
烏
恭
、
有
天
子
存
則
諸
侯
不
得
等
地
也
。
許
田
者
何
、
魯
朝
宿
之

邑
也
。
諸
侯
時
朝
乎
天
子
、
天
子
之
郊
諸
侯
皆
有
朝
宿
之
邑
鳶
。
比
魯
朝
宿
之
邑

也
。
則
昂
烏
謂
之
許
田
、
謹
取
周
田
也
。
誼
取
周
田
則
昂
烏
謂
之
許
田
、
繁
之
許

也
。
愚
民
繁
之
許
、
近
許
也
)

こ
の
経
文
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
鄭
が
璧
玉
を
与
え
て
許
の
田
を
借
り
た

と
い
う
こ
と
ら
し
い
が
、
『
公
羊
伝
』
は
こ
れ
を
魯
が
天
子
か
ら
与
え
ら
れ
た

朝
宿
の
邑
を
鄭
に
璧
玉
と
引
き
換
え
に
譲
っ
た
記
事
だ
と
解
釈
七
て
い
る
。
そ

し
て
こ
の
よ
う
に
魯
が
朝
宿
の
邑
を
必
要
と
し
な
い
の
は
、
天
子
に
朝
貢
す
る

慣
例
が
無
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
天
子
の
権
威
の
失
墜
し
て
い
る
こ
と
を
意

味
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
『
春
秋
』
　
で
は
鄭
が
魯
の
朝
宿
の
邑
を
一
時
的

に
借
用
し
た
と
い
う
表
現
に
し
、
し
か
も
許
の
田
で
あ
る
か
の
よ
う
な
書
き
方

を
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
右
の
二
例
は
い
ず
れ
も
天
子
の
権
威
・
体
面
を
保
っ
た
表
現
だ

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
春
秋
為
尊
者
詩
、
為
親
者
詩
、
為
賢
者
詩
」
　
の
う
ち

の
、
「
尊
者
の
為
に
詩
む
」
用
法
だ
と
い
え
よ
う
。

理
念
と
し
て
の
王
　
そ
れ
で
は
『
公
羊
伝
』
は
周
王
室
に
対
し
て
無
批
判

で
あ
る
の
か
と
い
え
ば
、
決
し
て
は
そ
う
で
は
な
い
。

先
に
引
用
し
た
桓
公
十
五
年
伝
の
例
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
こ
で
は

「
王
者
無
求
」
　
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
魯
に
車
を
要
求
し
た
天
王
　
〔
桓
王
〕

は
非
難
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
な
例
と
し
て
、
文
公
九
年
「
毛

伯
来
求
金
」
　
の
伝
で
、
魯
に
金
を
要
求
し
た
王
　
〔
頃
王
〕
　
が
や
は
り
非
礼
と
し

て
譲
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
『
公
羊
伝
』
の
　
「
王
」
・
「
王
者
」
・
「
天
子
」
と
い
う
言
葉
が
、

春
秋
時
代
の
現
実
の
周
王
を
指
し
て
い
る
場
合
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
あ
る
べ
き

王
者
、
す
な
わ
ち
理
念
と
し
て
の
王
者
を
意
味
す
る
場
合
の
二
通
り
が
有
る
こ

と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
『
公
羊
伝
』
は
哀
公
十
四
年
の
　
「
頚
麟
」
　
の
条

で
、
孔
子
が
周
の
王
道
の
終
焉
を
悟
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
よ
う
に
、
現
実
の
周

王
室
に
対
し
て
は
も
は
や
再
興
の
望
み
を
持
っ
て
い
な
い
。
現
実
は
　
「
上
に
天

子
無
く
、
下
に
方
伯
無
き
」
　
(
荘
公
四
年
・
億
公
元
年
二
尋
・
十
四
年
)
　
乱
世

で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
孔
子
が
『
春
秋
』
に
理
想
を
託
し
た
と
見
な
し

た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
す
で
に
現
実
の
周
王
室
に
期
待
は
か
け
ら
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
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そ
の
こ
と
と
関
連
す
る
か
と
思
わ
れ
る
の
が
、
楚
の
王
号
に
対
す
る
『
公
羊

伝
』
の
態
度
で
あ
る
。
斉
の
桓
公
に
よ
っ
て
一
度
は
北
進
を
阻
ま
れ
た
南
の
大

国
楚
で
は
あ
る
が
、
す
で
に
春
秋
時
代
に
入
る
以
前
か
ら
王
号
を
称
し
て
い
た

と
い
う
。
そ
の
た
め
『
春
秋
』
に
は
楚
の
国
君
の
埋
葬
記
事
は
記
録
し
な
い
の

だ
と
『
公
羊
伝
』
は
説
明
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
記
録
す
る
と
な
る
と

「
楚
の
貰
王
を
葬
る
」
と
衷
記
せ
ざ
る
を
得
ず
、
『
春
秋
』
に
二
王
が
存
在
す

)

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
　
(
宣
公
十
八
年
伝
に
　
「
呉
楚
の
君
に
葬
を

さ

書
せ
ざ
る
は
、
其
の
号
を
辟
く
れ
ば
な
り
」
と
あ
る
)
。
と
こ
ろ
が
そ
う
述
べ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
公
羊
伝
』
自
身
は
楚
の
國
君
を
　
「
荘
王
」
　
(
宣
公
十

二
年
・
十
五
年
)
・
「
霊
王
」
　
(
昭
公
十
三
年
)
　
と
呼
ん
で
は
ば
か
ら
な
い
。
こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
伝
文
の
説
話
中
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
釈
義
の
伝
文
中

に
も
　
「
楚
王
」
　
と
い
う
語
を
使
用
し
て
い
る
例
も
有
る
〔
①
〕
。
し
た
が
っ
て

『
公
羊
伝
』
は
歴
史
的
事
実
と
し
て
は
二
王
の
存
在
を
認
め
て
い
る
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
『
公
羊
伝
』
に
は
も
ち
ろ
ん
尊
王
の
心
情
は
あ
る
が
、

そ
れ
は
現
実
の
周
王
に
対
し
て
と
い
う
よ
り
は
、
あ
る
べ
き
理
想
と
し
て
の
王

者
、
理
念
と
し
て
の
王
者
へ
の
尊
崇
の
念
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。
こ
の
こ
と
を
強
い
て
『
春
秋
』
と
区
別
し
て

表
現
す
る
な
ら
、
『
春
秋
』
が
　
「
尊
周
」
　
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
公
羊
伝
』

は
　
「
尊
王
」
　
で
あ
る
と
い
え
よ
う
か
。

な
お
、
『
公
羊
伝
』
に
は
、

要
害
「
春
、
宋
火
(
采
に
火
あ
り
)
」

外
国
の
災
害
は
記
録
し
な
い
の
に
、
な
ぜ
記
録
す
る
の
か
。
(
采
は
股

の
末
裔
で
あ
る
か
ら
)
　
王
者
の
後
の
た
め
に
災
害
を
記
録
し
た
の
で
あ
る
。

(
外
災
不
書
、
比
何
以
書
。
鳥
王
者
之
後
記
災
也
)

の
よ
う
に
、
「
王
者
の
後
の
為
に
記
す
る
」
　
と
い
う
表
現
　
(
他
に
億
公
十
六
年

・
文
公
三
年
)
　
が
あ
っ
て
、
股
の
後
裔
で
あ
る
采
を
「
王
者
の
後
」
　
と
し
て
特

記
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
あ
る
い
は
「
股
　
(
采
)
-
周
-
後
聖
」

と
い
う
王
者
の
系
譜
を
強
調
す
る
意
図
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

天
子
・
諸
侯
・
大
夫
・
士
　
　
『
春
秋
』
の
特
色
の
第
三
点
と
し
て
、
『
春

秋
』
が
周
の
封
建
制
度
下
に
お
け
る
秩
序
を

重
ん
じ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
た
。
こ
れ
は
ま
た
第
二
点
の
　
「
尊
王
」
　
の
心
情
と

表
裏
の
関
係
に
あ
る
も
の
で
、
こ
こ
に
い
う
封
建
制
度
と
は
　
「
王
」
を
頂
点
と

し
て
、
「
諸
侯
」
・
「
大
夫
」
・
「
士
」
　
を
支
配
層
と
す
る
身
分
秩
序
を
い
う
。

な
か
で
も
諸
侯
は
さ
ら
に
王
者
の
後
で
あ
る
采
を
「
公
」
　
と
称
し
、
そ
の
他
の

大
国
を
「
侯
」
、
小
国
を
　
「
伯
」
・
「
子
」
・
「
男
」
と
称
す
る
い
わ
ゆ
る
　
「
玉

等
の
爵
制
」
　
に
分
け
ら
れ
て
い
る
　
(
隠
公
五
年
)
。
な
お
天
子
の
三
公
も
　
「
公
」

と
呼
ば
れ
、
ま
た
　
「
大
夫
」
　
の
上
位
に
在
る
も
の
を
特
に
　
「
卿
」
と
呼
ぶ
こ
と

も
あ
る
。

諸
侯
の
専
封
を
与
さ
ず
　
　
そ
し
て
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
　
「
王
」
　
は
対
立

す
る
も
の
の
無
い
絶
対
者
で
あ
る
か
ら
、
諸
侯

以
下
と
の
区
別
は
厳
格
で
あ
る
。
「
天
子
の
存
す
る
こ
と
有
れ
ば
、
則
ち
諸
侯

は
地
を
専
ら
に
す
る
こ
と
を
得
ず
」
　
(
桓
公
元
年
)
、
ま
た
　
「
諸
侯
の
義
、
封

を
専
ら
に
す
る
こ
と
を
得
ず
」
　
(
倍
公
元
年
。
他
に
億
公
二
年
・
十
四
年
・
宣
公
十
一
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ゆ
る

年
)
、
諸
侯
は
「
封
を
専
ら
に
す
る
を
与
さ
れ
ざ
る
」
　
(
表
公
元
年
・
昭
公
四
年
・

十
三
年
)
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
　
「
天
子
、
泰
山
に
事
有
る
と
き
は
、
諸
侯

は
皆
な
従
ふ
」
　
(
隠
公
八
年
)
　
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。

そ
し
て
こ
の
事
と
関
連
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
魯
の
　
「
郊
祭
」
に
つ
い
て
の

『
公
羊
伝
』
の
見
解
で
あ
る
。

倍
u
-
「
夏
四
月
、
四
卜
郊
、
不
従
。
乃
免
牲
、
猶
三
望
(
四
た
び
郊
を
卜
す
。

従
は
ず
。
乃
ち
牲
を
免
じ
、
猶
は
三
望
す
)
　
」

ど
う
し
て
　
「
三
卜
」
と
い
っ
た
り
、
「
四
卜
」
と
い
っ
た
り
す
る
の
か
。

三
ト
は
礼
に
か
な
っ
て
お
り
、
四
ト
は
非
礼
で
あ
る
。
な
に
ゆ
え
三
ト
は

礼
に
か
な
っ
て
お
り
、
四
ト
が
非
礼
で
あ
る
の
か
。
吉
を
求
め
る
方
法
は

三
で
あ
る
か
ら
だ
。
締
祭
や
嘗
祭
は
卜
し
な
い
の
に
、
郊
祭
は
な
に
ゆ
え

卜
す
る
の
か
。
卜
郊
は
非
礼
で
あ
る
。
卜
郊
は
な
に
ゆ
え
非
礼
で
あ
る
の

か
。
魯
が
郊
祭
す
る
こ
と
自
体
が
非
礼
で
あ
る
か
ら
だ
。
そ
も
そ
も
天
子

は
天
を
祭
り
、
諸
侯
は
地
を
祭
る
。
天
子
に
は
方
望
〔
四
方
を
望
祭
す
る

こ
と
〕
　
の
祭
祀
が
あ
り
、
天
下
に
通
じ
な
い
場
所
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し

て
諸
侯
は
、
そ
の
封
域
内
に
無
い
も
の
は
祭
祀
し
な
い
の
で
あ
る
。
…
…

(
島
鳶
或
言
三
ト
、
或
言
四
ト
。
三
ト
、
穏
也
。
四
ト
、
非
稽
也
。
三
卜
何
以
穏
・

四
卜
何
以
非
砲
。
求
吉
之
道
三
。
締
嘗
不
ト
。
郊
何
以
ト
。
卜
郊
、
非
穏
也
。
卜

郊
何
以
非
積
。
魯
郊
、
非
穏
也
。
天
子
祭
天
、
諸
侯
祭
土
。
天
子
有
方
望
之
事
、

無
所
不
通
。
諸
侯
、
山
川
有
不
在
其
封
内
音
別
不
祭
也
。
)

こ
の
伝
文
に
よ
れ
ば
「
郊
祭
」
と
は
本
来
天
子
が
天
を
祭
祀
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
諸
侯
が
こ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
魯
が
郊

祭
す
る
の
は
僧
礼
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
『
春
秋
』
経
文
中
に
は
こ

の
一
条
を
入
れ
て
す
べ
て
十
一
例
ほ
ど
郊
祭
の
記
事
が
有
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
郊
祭
の
起
源
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
礼
学
者
の
間
に
諸

説
が
あ
っ
て
一
定
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
天
子
の
特
権
祭
祀
と
さ
れ
た

の
は
、
お
そ
ら
く
秦
漢
の
統
一
帝
国
の
成
立
を
背
景
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

が
時
代
も
酪
つ
た
漢
代
も
そ
の
末
期
に
成
る
と
い
わ
れ
る
『
礼
記
』
の
「
明
堂

位
」
篇
に
は
、
周
の
成
王
が
周
公
の
建
国
の
功
績
を
大
い
に
評
価
し
て
、
そ
の

子
孫
が
封
建
さ
れ
た
魯
に
お
い
て
代
々
周
公
を
祭
祀
す
る
際
に
天
子
の
礼
儀
を

用
い
る
こ
と
を
命
じ
た
た
め
、
郊
祭
も
ま
た
許
さ
れ
た
と
い
う
一
節
が
有
る
。

『
春
秋
』
に
見
え
る
郊
祭
の
記
事
と
、
天
子
の
祭
祀
で
あ
る
郊
祭
と
の
矛
盾
を

解
決
し
よ
う
と
す
る
意
図
の
産
物
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
『
公
羊

伝
』
が
魯
郊
を
僧
礼
と
断
言
す
る
の
は
、
『
公
羊
伝
』
　
の
位
置
を
暗
示
す
る
も

の
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
だ
と
思
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
『
公
羊
伝
』
に
、

天
子
と
諸
侯
と
の
間
の
君
臣
関
係
を
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
強
年
意
志
を
読
み

と
る
こ
と
が
で
き
る
。

世
卿
は
非
礼
な
日
ソ
　
　
そ
し
て
そ
れ
は
ま
た
当
然
諸
侯
と
卿
・
大
夫
と
の
間

に
も
あ
て
は
ま
る
こ
と
で
、
『
公
羊
伝
』
に
は
卿
・

大
夫
の
権
限
を
抑
制
し
た
伝
文
が
数
多
く
見
出
さ
れ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
　
「
世

卿
は
非
礼
な
り
」
　
と
い
う
『
公
羊
伝
』
独
自
の
主
張
で
あ
る
。

宣
-
O
「
齋
崔
氏
出
奔
衛
　
(
費
の
崔
氏
、
衛
に
出
奔
す
)
」

「
崔
氏
」
　
と
は
誰
か
。
斉
の
大
夫
で
あ
る
。
(
そ
の
名
を
い
わ
ず
)
　
「
崔

氏
」
　
と
の
み
称
す
る
の
は
な
ぜ
か
。
旺
し
た
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
旺
す
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る
の
か
。
卿
の
地
位
を
世
襲
し
て
い
た
こ
と
を
謡
っ
た
の
で
あ
る
。
卿
の

地
位
を
世
襲
す
る
こ
と
は
礼
に
違
う
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
(
崔
氏
者
何
、

賓
大
夫
也
。
其
稲
崔
氏
何
、
肢
。
昂
病
畦
、
識
世
卿
。
世
卿
非
穏
也
)

こ
れ
と
同
様
に
隠
公
三
年
に
も
「
世
卿
非
礼
也
」
と
あ
り
、
ま
た
昭
公
三
十

よ
よ
一
年
に
も
「
大
夫
の
義
、
世
に
す
る
こ
と
を
得
ず
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
卿
・
大
夫
と
い
っ
た
上
位
の
官
職
身
分
の
世
襲
を
否
認
し
た
も
の
で
、
諸

侯
と
大
夫
と
の
君
臣
関
係
を
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
ち
な

・
`
よ

み
に
諸
侯
に
対
し
て
は
、
「
諸
侯
は
世
す
。
故
に
国
・
君
は
一
体
な
り
」
(
荘

公
四
年
)
と
述
べ
て
、
卿
・
大
夫
と
は
差
等
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
ご
ろ
で
春
秋
時
代
は
ま
た
「
世
族
」
の
時
代
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
「
世

族
」
と
は
、
諸
侯
の
国
々
で
有
力
氏
族
が
卿
・
大
夫
の
地
位
を
代
々
世
襲
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
国
の
実
権
を
掌
握
し
た
と
こ
ろ
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
、

有
名
な
魯
の
三
桓
氏
を
は
じ
め
、
斉
で
は
国
氏
・
高
氏
、
後
に
斉
国
を
纂
奪
す

る
陳
氏
、
晋
で
は
氾
氏
・
筍
氏
、
後
l
に
晋
国
を
三
分
す
る
韓
氏
・
貌
氏
・
超
氏
、

さ
ら
に
は
鄭
の
七
穆
な
ど
、
各
国
の
有
力
世
族
は
枚
挙
す
る
に
い
と
ま
が
な
い
。

し
た
が
っ
て
『
公
羊
伝
』
の
主
張
は
、
春
秋
時
代
の
実
態
か
ら
は
遠
く
懸
け
離

れ
た
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
か
え
っ
て
『
公
羊
伝
』
の
立

場
を
如
実
に
物
語
る
も
の
と
も
い
え
よ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
『
公
羊
伝
』
の

「
崇
賢
主
義
」
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
も
の
と
い
え
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

後
に
論
じ
る
で
あ
ろ
う
。

大
夫
に
遂
事
無
し
な
お
こ
の
ほ
か
に
も
、
大
夫
.
の
越
権
を
抑
制
し
よ
う

と
す
る
『
公
羊
伝
』
の
意
図
を
表
現
し
た
も
の
が
少

な
く
な
い
。
以
下
に
そ
の
よ
う
な
例
を
挙
げ
る
。

(
卿
)
　
不
得
憂
諸
侯
也

大
夫
不
敵
君
也

君
不
会
大
夫
之
辞
也

不
与
大
夫
専
廃
置
君
也

不
与
大
夫
専
執
也

詩
　
(
公
)
　
与
大
夫
盟

卿
が
他
国
の
諸
侯
を
憂
慮
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。
　
(
蛮
公
三
十
年
)

大
夫
は
諸
侯
に
匹
敵
し
な
い
。
(
倍
公
二
十
八
年
・

宣
公
十
二
年
)

諸
侯
が
大
夫
と
同
席
し
な
い
用
法
で
あ
る
。
(
宣

公
元
年
)

大
夫
が
君
主
を
廃
置
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

(
文
公
十
四
年
)

大
夫
が
勝
手
に
他
国
人
を
執
え
る
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
。
　
(
定
公
元
年
)

諸
侯
が
他
国
の
大
夫
と
同
盟
す
る
こ
と
を
謹
む
。

(
荘
公
九
年
・
二
十
二
年
・
文
公
二
年
)
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と
い
う
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。
ま
た
　
「
大
夫
に
遂
事
無
し
」
と
い
う
の
も
『
公

羊
伝
』
に
頻
出
す
る
用
語
で
、
そ
の
意
味
は
、
君
命
を
帯
び
て
外
国
に
使
い
し

た
大
夫
に
は
、
君
命
以
外
の
独
断
専
行
が
許
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
い
は
ま
た
、

婁
-
の
「
三
月
、
公
合
音
侯
・
宋
公
・
衛
侯
・
鄭
伯
・
曹
伯
・
菖
子
・
榔
婁
子
・
薛
伯
・

杷
伯
・
中
郷
要
子
干
涙
梁
。
戊
寅
、
大
夫
盟
」

諸
侯
は
す
べ
て
こ
の
会
合
に
列
席
し
て
い
る
の
に
、
こ
こ
に
　
「
大
夫
が

盟
う
た
」
と
い
う
の
は
な
ぜ
か
。
大
夫
に
信
用
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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し
か
し
同
時
に
あ
ま
ね
く
天
下
の
大
夫
を
剃
っ
た
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て

せ
い
り
°
う

あ
ま
ね
く
天
下
の
大
夫
を
剃
っ
た
の
か
。
君
が
あ
た
か
も
督
∵
坑
〔
つ
な

が
れ
た
旗
あ
し
〕
　
の
よ
う
に
大
夫
の
意
の
ま
ま
の
存
在
に
な
り
果
て
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
　
(
諸
侯
皆
在
是
、
其
言
大
夫
盟
何
。
信
在
大
夫
也
。
福
刺
天

下
之
大
夫
也
。
昂
鳶
福
利
天
下
之
大
夫
、
君
若
贅
硫
然
)

と
い
う
の
も
、
諸
侯
の
権
威
が
名
目
化
し
、
大
夫
が
諸
国
の
外
交
の
実
権
さ
え

も
掌
握
し
た
春
秋
時
代
の
現
実
を
剃
っ
た
伝
文
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

大
夫
の
権
限
を
抑
制
し
、
諸
侯
と
大
夫
と
の
君
臣
関
係
を
明
確
に
区
別
し
て
位

置
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
「
士
」
に
対
す
る
処
遇
に
つ
い
て
は
、

『
公
羊
伝
』
は
特
に
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

以
上
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、
『
公
羊
伝
』
で
は
王
を
頂
点
と
し
て
、
諸

侯
・
卿
・
大
夫
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
際
を
守
る
こ
と
が
強
く
要
請
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
と
思
う
。
「
春
秋
が
名
分
の
書
」
　
で
あ
り
、
「
正
名
の

書
」
　
で
あ
る
こ
と
は
、
『
公
羊
伝
』
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
後

世
、
「
春
秋
は
礼
義
の
大
宗
」
　
(
『
史
記
』
大
史
公
自
序
)
と
評
さ
れ
た
が
、
そ

れ
は
君
臣
関
係
こ
そ
が
礼
の
秩
序
の
要
諦
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

再
び
大
夫
に
遂
事
無
し
　
　
さ
て
こ
こ
ま
で
は
、
第
一
章
で
考
察
し
た
『
春

秋
』
の
特
色
を
『
公
羊
伝
』
が
ど
の
よ
う
に
継

承
、
あ
る
い
は
発
展
さ
せ
て
い
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
て
き
た
。

そ
こ
で
こ
れ
よ
り
以
後
は
こ
の
観
点
か
ら
離
れ
て
、
『
公
羊
伝
』
の
特
徴
的
な

性
格
・
主
張
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

先
ず
最
初
に
、
も
う
い
ち
ど
「
大
夫
に
遂
事
無
し
」
に
つ
い
て
。
「
遂
」
と

は
、
『
公
羊
伝
』
自
身
が
　
「
事
を
生
ず
る
な
り
　
(
生
事
也
)
」
　
(
桓
公
八
年
)

と
説
明
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
途
中
で
本
来
の
目
的
以
外
の
行
動
を
起
こ
す

こ
と
を
い
う
。
ち
な
み
に
『
春
秋
』
経
文
に
は
「
遂
」
　
の
用
例
が
二
十
一
例
有

り
、
そ
の
う
ち
諸
侯
の
行
動
に
つ
い
て
使
用
さ
れ
た
も
の
が
い
ち
ば
ん
多
く
て
.

十
五
例
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
事
実
に
『
公
羊
伝
』
は
意
義
を
見
出
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
、
大
夫
に
は
君
命
を
帯
び
た
目
的
以
外
の
独
断
専
行
は
許
さ
れ
て

い
な
い
、
と
い
う
原
則
を
導
き
田
す
。

倍
g
「
公
子
遂
如
京
師
、
遂
如
晋
　
(
公
子
遂
、
京
師
に
如
き
、
遂
に
晋
に
如
く
)
」

大
夫
に
　
「
遂
」
事
〔
専
行
権
〕
は
な
い
の
に
、
こ
こ
で
　
「
遂
」
　
と
い
う

の
は
な
ぜ
か
。
公
が
政
治
を
行
う
力
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
(
大
夫
無
遂

事
。
比
其
言
遂
何
、
公
不
得
房
政
爾
)

褒
-
N
「
季
孫
宿
帥
師
救
台
、
遂
入
運
　
(
季
孫
宿
、
師
を
帥
ゐ
て
台
を
救
ひ
、
遂

に
運
に
入
る
)
　
」

大
夫
に
　
「
遂
」
事
は
な
い
の
に
、
こ
こ
で
　
「
遂
」
と
い
う
の
は
な
ぜ
か
。

公
が
政
治
を
行
う
力
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
(
大
夫
無
遂
事
。
比
其
言
遂
何
、

公
不
得
鳥
政
爾
)

こ
の
ふ
た
つ
の
例
は
い
ず
れ
も
魯
公
が
政
治
の
実
権
を
喪
失
し
、
公
子
遂
・

季
孫
宿
と
い
っ
た
有
力
大
夫
が
独
断
専
行
し
た
こ
と
を
『
公
羊
伝
』
が
非
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
卿
・
大
夫
の
越
権
を
抑
制
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
次
の
よ
う
な
例
外
も
あ
る
。

荘
-
◎
「
公
子
結
勝
隣
人
之
婦
干
郡
、
遂
及
奔
侯
采
公
盟
　
(
公
子
結
、
陳
人
の
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婦
を
郡
に
膝
し
、
遂
に
賓
侯
宋
公
と
盟
ふ
)
　
」

よ
・
つ

…
・
‥
勝
〔
腰
元
〕
　
の
輿
入
れ
は
書
か
な
い
の
に
、
こ
こ
で
は
な
に
ゆ
え
書

く
の
か
。
大
夫
の
　
「
遂
」
事
が
有
る
た
め
に
　
(
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
)
　
書
い
た
の
で
あ
る
。
元
来
大
夫
に
　
「
遂
」
事
は
無
い
の
に
、
こ
こ

で
　
「
遂
」
と
い
う
の
は
な
ぜ
か
。
聰
問
　
〔
他
国
を
訪
問
す
る
こ
と
〕
　
の
礼
で

は
、
大
夫
は
君
命
を
受
け
て
行
く
が
、
そ
の
応
対
の
言
葉
ま
で
は
受
け
て

い
な
い
。
し
た
が
っ
て
国
境
を
一
旦
出
た
際
、
社
稜
を
安
ん
じ
国
家
に
利

益
を
も
た
ら
す
と
い
う
状
況
下
で
は
、
専
行
し
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。

(
膝
不
書
、
比
何
以
書
、
鳶
共
有
遂
事
書
。
大
夫
無
遂
事
。
比
其
言
遂
何
。
職
種
、

大
夫
受
命
不
受
辞
。
田
寛
、
有
可
以
安
社
積
利
國
家
者
、
則
専
之
可
也
)

こ
の
経
文
は
、
魯
の
公
子
緒
が
陳
侯
夫
人
の
膝
を
陳
に
送
り
届
け
た
際
、
つ

い
で
に
そ
の
足
で
斉
侯
・
采
公
と
盟
を
結
ん
だ
と
い
う
記
事
で
あ
る
が
、
『
公

羊
伝
』
に
よ
れ
ば
こ
れ
は
ま
さ
し
く
公
子
結
の
専
行
行
為
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
膝
を
送
り
届
け
る
こ
と
が
君
命
で
あ
り
、
斉
侯
・
宋
公
と
の
盟
約
は

命
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
の
『
公
羊
伝
』
は
こ

れ
を
「
大
夫
は
命
を
受
け
て
辞
を
受
け
ず
。
寛
を
出
で
て
、
社
稜
を
安
ん
じ
国

家
を
利
す
る
有
れ
ば
、
則
ち
之
れ
を
専
ら
に
す
る
も
可
な
り
」
　
と
し
て
容
認
す

る
の
で
あ
る
。

同
じ
よ
う
な
例
が
次
の
一
条
で
あ
る
。

襲
-
り
「
晋
士
匂
帥
師
侵
賓
、
至
穀
、
聞
脅
侯
卒
、
乃
還
　
(
音
士
匂
、
師
を
帥

ゐ
て
賓
を
侵
す
。
穀
に
至
り
、
賓
侯
の
卒
す
る
を
聞
き
、
乃
ち
還
る
)
　
」

「
還
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
こ
れ
が
善
き
行
為
で
あ
る
こ
と
の
表

現
で
あ
る
。
な
に
を
善
行
と
す
る
の
か
。
相
手
の
喪
を
伐
た
な
か
っ
た
こ

と
を
重
大
視
す
る
の
で
あ
る
。
斉
を
伐
つ
こ
と
は
君
命
を
受
け
た
行
動
で

あ
る
の
に
、
な
ぜ
喪
を
伐
た
な
か
っ
た
こ
と
を
重
大
視
す
る
の
か
。
大
夫

が
ひ
と
た
び
君
命
を
帯
び
て
出
国
し
た
な
ら
、
そ
の
進
退
の
責
任
は
す
べ

て
大
夫
に
あ
る
か
ら
だ
。
(
還
者
何
、
善
辞
也
。
何
善
爾
、
大
其
不
伐
喪
也
。

此
受
命
乎
君
而
伐
賓
、
則
何
大
平
其
不
伐
喪
。
大
夫
以
君
命
出
、
進
退
在
大
夫
也
)

し
が
い

こ
れ
は
斉
国
討
伐
の
君
命
を
受
け
て
国
を
出
た
晋
の
士
句
が
、
途
中
で
斉
侯

の
死
を
知
り
、
喪
中
に
あ
る
敵
を
攻
撃
す
る
と
い
う
非
礼
を
回
避
し
て
帰
国
し

た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
当
然
こ
れ
は
士
旬
の
専
行
行
為
と
い
え
よ
う
。
な
ぜ

な
ら
、
た
と
え
ば
『
公
羊
伝
』
が
別
の
箇
所
で
、

宣
£
「
夏
、
六
月
、
公
子
遂
如
啓
、
至
黄
乃
復
　
(
公
子
遂
、
賓
に
如
き
、
黄
に

至
り
て
乃
ち
復
る
)
　
」

こ
こ
に
　
「
黄
ま
で
や
っ
て
き
た
が
、
そ
こ
か
ら
引
き
帰
し
た
」
　
と
い
う

の
は
な
ぜ
か
。
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
病
気
に
な

っ
た
の
で
引
き
帰
し
た
と
い
う
の
か
。
放
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
大

夫
が
ひ
と
た
び
君
命
を
帯
び
て
出
国
し
た
な
ら
、
た
と
え
親
の
喪
を
聞
い

お
も
む

た
と
し
て
も
、
徐
ろ
に
行
動
し
て
帰
国
し
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

(
其
言
至
黄
乃
復
何
、
有
疾
也
。
何
言
乎
有
疾
乃
復
、
読
。
何
識
爾
、
大
夫
以
君

命
出
、
聞
喪
、
徐
行
而
不
反
)

と
主
張
す
る
よ
う
に
、
た
と
え
親
の
死
を
聞
い
て
も
、
あ
る
い
は
自
分
が
病
気

と
な
っ
て
も
君
命
を
遂
行
す
る
の
が
大
夫
の
務
め
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
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か
し
、
こ
こ
で
の
『
公
羊
伝
』
は
「
喪
を
伐
た
ざ
る
を
大
な
り
」
′
と
し
て
士
句

の
行
為
を
容
認
し
、
「
大
夫
、
君
命
を
以
て
出
づ
れ
ば
、
進
退
は
大
夫
に
在
り
」

と
ま
で
断
言
す
る
の
で
あ
る
。

そ
う
だ
と
す
る
と
　
「
社
稜
を
安
ん
じ
国
家
を
利
す
る
」
場
合
、
あ
る
い
は
ま

た
君
命
が
礼
の
定
め
　
(
こ
の
場
合
お
そ
ら
く
外
交
上
の
)
　
に
抵
触
す
る
事
態
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
例
外
と
し
て
「
大
夫
の
遂
事
」
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
『
公
羊
伝
』
の
釈
義
の
方
法
に
つ
い
て
は
す
で
に
第
三
章
に

お
い
て
も
説
明
し
た
が
、
こ
こ
の
例
で
も
ま
た
原
則
と
例
外
と
い
う
二
本
立
て

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
大
夫
に
遂
事
無
し
」
　
〔
原
則
〕
と
　
「
大
夫
、

君
命
を
以
て
出
づ
れ
ば
、
進
退
は
大
夫
に
在
り
」
　
〔
例
外
〕
と
は
、
こ
の
二
つ

を
同
時
に
取
り
あ
げ
る
な
ら
、
明
ら
か
に
矛
盾
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
双
方

と
も
に
『
公
羊
伝
』
の
主
張
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
い
ず
れ
か
一
方

の
み
を
『
公
羊
伝
』
の
主
張
だ
と
見
な
す
と
、
そ
の
本
質
を
見
失
う
こ
と
に
な

る
。権

の
容
訟
　
　
『
公
羊
伝
』
に
は
右
に
述
べ
た
よ
う
な
、
一
見
相
対
立
す
る

主
張
が
緊
張
感
を
伴
っ
た
ま
ま
に
均
衡
が
保
た
れ
て
記
載
さ

れ
て
い
る
例
が
、
実
は
少
な
く
は
な
い
。
そ
こ
で
し
ば
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
観

点
か
ら
『
公
羊
伝
』
の
内
容
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
そ
う
い
う
例
と
し
て
「
経
」

と
「
権
」
、
「
文
」
と
「
実
」
　
(
こ
れ
は
ま
た
王
道
と
覇
道
の
関
係
と
も
な
る
)
、

「
君
臣
の
義
」
と
　
「
親
親
の
遺
」
、
「
中
国
」
と
　
「
夷
秋
」
等
に
つ
い
て
見
て

ゆ
き
た
い
。

先
ず
　
「
経
」
と
　
「
権
」
　
に
つ
い
て
。

桓
〓
　
「
九
月
、
采
人
執
鄭
祭
仲
(
宋
人
、
鄭
の
祭
仲
を
執
ふ
)
」

「
祭
仲
」
　
と
は
誰
か
。
鄭
の
宰
相
で
あ
る
。
な
に
ゆ
え
名
を
い
わ
な
い

の
か
。
賢
者
だ
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
祭
仲
を
賢
者
だ
と
い
う
の
か
。
彼
を

「
権
」
を
知
っ
て
い
る
も
の
だ
と
評
価
し
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
が
　
「
権
」

を
知
っ
て
い
た
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

そ
の
昔
、
鄭
の
国
は
留
の
地
を
本
拠
と
し
て
い
た
が
、
鄭
の
先
君
に
邸

公
と
懇
意
に
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
郁
夫
人
に
通
じ
て
そ
の
国
を
奪
い

取
り
、
鄭
の
都
を
部
に
遷
し
、
留
は
辺
邑
と
な
っ
た
。
(
こ
の
年
、
桓
公

十
一
年
に
)
　
鄭
の
荘
公
が
死
去
し
、
埋
葬
を
終
え
た
祭
仲
が
留
を
視
察
に

出
か
け
よ
う
と
し
て
、
途
中
、
采
の
国
を
通
っ
た
。
采
の
人
は
祭
仲
を
捕

ら
え
、
「
我
が
国
の
た
め
に
忽
〔
昭
公
〕
を
追
放
し
て
突
〔
属
公
〕
を
君

位
に
立
て
よ
」
と
迫
っ
た
。
も
し
祭
仲
が
そ
の
言
葉
に
従
わ
な
け
れ
ば
、

た
ち
ま
ち
君
は
殺
さ
れ
、
国
が
滅
び
る
こ
と
は
必
定
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に

従
え
ば
、
君
は
殺
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
き
な
が
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、
国

も
ま
た
滅
ぼ
さ
れ
ず
に
存
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
ば
ら
く
の
間
時
を

か
せ
い
で
お
れ
ば
、
必
ず
や
突
を
追
放
し
て
忽
を
呼
び
戻
す
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
事
が
運
ば
な
け
れ
ば
、
憂
う
べ
き
情
況
と
な

る
が
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
鄭
国
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
っ
た
。
古
人
に
も
「
権
」
　
に
よ
っ
て
国
を
全
う
し
た
者
が
い
た
が
、
祭

仲
の
　
「
権
」
　
は
ま
さ
し
く
そ
れ
で
あ
る
。

「
権
」
と
は
な
に
か
。
「
権
」
と
は
　
「
経
〔
常
道
〕
」
　
に
は
反
す
る
が
、

後
に
は
必
ず
善
が
実
現
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
た
だ
し
「
樟
」
　
の
処
置
は

死
生
存
亡
の
時
に
限
ら
れ
る
。
つ
ま
り
「
権
」
を
実
行
す
る
に
は
然
る
べ

き
方
法
が
あ
り
、
自
分
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
べ
き
も
の
で
、
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人
を
殺
害
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
　
「
権
」
を
行
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
他
人
を
殺

し
て
自
分
が
生
き
な
が
ら
え
る
の
は
、
君
子
の
取
る
べ
き
態
度
で
は
な
い
。

(
祭
仲
者
何
、
鄭
相
也
。
何
以
不
名
、
賢
也
。
何
賢
乎
祭
仲
、
以
烏
知
植
也
。
其

鳥
知
植
奈
何
。
古
者
鄭
国
威
干
留
。
先
鄭
伯
有
善
干
郁
公
者
、
通
乎
夫
人
。
以
取

其
圃
而
遷
鄭
鳶
、
而
野
留
。
荘
公
死
。
巳
葬
。
祭
仲
格
往
省
干
留
、
塗
出
干
末
。

宋
人
執
之
。
謂
之
日
、
焦
我
出
忽
而
立
突
。
祭
仲
不
従
其
言
、
即
君
必
死
、
國
必

亡
。
従
其
言
、
則
君
可
以
生
易
死
、
國
可
以
存
易
亡
。
少
遼
緩
之
、
則
突
可
故
田

而
忽
可
故
反
。
是
不
可
得
則
病
。
然
後
有
鄭
国
。
古
人
之
有
権
者
、
祭
仲
之
植
是

也
。
植
者
何
、
植
者
、
反
於
超
然
後
有
善
者
也
。
槽
之
所
設
、
舎
死
亡
無
所
設
。

行
植
有
道
。
自
旺
損
以
行
槽
、
不
害
人
以
行
種
。
殺
人
以
自
生
、
亡
人
以
自
存
、

君
子
不
貞
也
)

こ
の
伝
文
に
よ
れ
ば
、
鄭
の
荘
公
の
葬
儀
を
済
ま
せ
た
後
、
鄭
の
宰
相
祭
仲

が
采
の
国
を
通
過
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
際
、
末
が
こ
れ
を
捕
え
て
采
女
の

生
ん
だ
突
〔
属
公
〕
を
立
て
よ
と
強
要
し
た
。
祭
仲
が
こ
れ
を
拒
否
す
れ
ば
、

太
子
忽
〔
昭
公
〕
　
の
生
死
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
鄭
国
の
存
亡
す
ら
も
危
う
い
。

し
か
し
采
の
要
求
を
呑
む
と
な
れ
ば
、
祭
仲
は
国
君
を
放
逐
す
る
と
い
う
大
罪

を
犯
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
た
祭
仲
は
、
し
ば
ら
く

時
を
か
せ
い
で
い
る
う
ち
に
は
、
l
突
を
追
放
し
て
忽
を
呼
び
戻
す
状
況
に
な
る

と
判
断
し
、
采
の
要
求
を
容
れ
る
の
で
あ
る
。
果
た
せ
る
か
な
、
こ
の
伝
文
の

直
後
の
経
文
で
は
「
突
厨
干
鄭
。
鄭
忽
出
奔
衛
」
と
あ
り
.
、
さ
ら
に
四
年
後
の

桓
公
十
五
年
の
経
文
に
は
、
「
五
月
、
鄭
伯
突
出
奔
察
。
鄭
世
子
忽
復
蹄
干
鄭
」

と
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
祭
仲
の
読
み
が
当
た
っ
た
わ
け
で
あ

る
。

そ
し
て
『
公
羊
伝
』
は
こ
の
祭
仲
の
行
為
を
臨
機
応
変
の
措
置
と
し
て
認
め
、

彼
を
「
権
」
を
知
る
賢
者
と
評
価
す
る
。
「
権
」
と
は
本
来
「
は
か
り
」
の
意
。

『
公
羊
伝
』
自
身
で
は
こ
れ
を
「
経
に
反
し
て
然
る
後
に
善
有
る
者
な
り
(
反

於
超
然
後
有
書
者
也
)
」
と
定
義
づ
け
、
人
が
存
亡
の
危
機
に
際
し
、
我
が
身
を

犠
牲
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
許
さ
れ
る
非
常
の
措
置
と
見
な
す
の
で

あ
る
。
大
夫
に
遂
事
を
認
め
ぬ
こ
と
を
原
則
　
(
r
経
」
)
　
と
す
る
『
公
羊
伝
』

は
、
例
外
と
し
て
　
「
権
」
を
容
認
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

文
実
の
論
　
　
次
に
『
公
羊
伝
』
に
特
徴
的
な
表
現
と
し
て
繰
り
返
し
表
わ

れ
る
　
「
文
実
」
　
の
論
　
(
倍
公
元
年
・
二
年
・
十
四
年
・
文
公
十

四
年
・
宣
公
十
一
年
)
　
を
見
て
み
よ
う
。
以
下
は
倍
公
元
年
の
例
で
あ
る
。

借
e
-
「
齋
師
・
采
師
・
曹
師
次
千
着
北
、
救
那
」

通
例
　
「
救
援
」
　
の
記
事
に
は
　
「
次
〔
駐
留
〕
」
　
を
い
わ
な
い
の
に
、
こ

こ
で
　
「
次
」
を
い
う
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
事
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
事
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
邪
の

国
は
す
で
に
滅
ぼ
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
誰
が
滅
ぼ
l
し
た
の
か
。
お

そ
ら
く
秋
が
滅
ぼ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ど
う
し
て
秋
が
滅
ぼ
し
た
と
い
わ

な
い
の
か
。
斉
の
桓
公
の
た
め
に
謹
み
は
ば
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ど
う
し
て
桓
公
の
た
め
に
謹
み
は
ば
か
る
の
か
。
上
に
し
か
る
べ
き
天

子
が
お
ら
ず
、
下
に
し
か
る
べ
き
方
伯
が
お
ら
ず
、
天
下
の
諸
侯
の
な
か

に
滅
亡
し
あ
う
国
々
が
有
る
場
合
、
覇
者
で
あ
る
桓
公
が
救
援
で
き
な
け

れ
ば
、
桓
公
は
こ
れ
を
恥
辱
と
し
た
か
ら
だ
。

ど
う
し
て
先
ず
　
「
救
う
」
　
と
い
い
、
後
に
　
「
次
す
」
と
い
う
の
か
。
こ
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れ
が
君
侯
だ
か
ら
で
あ
る
。
君
侯
で
あ
る
な
ら
　
(
斉
侯
・
宋
公
・
曹
伯
と
書
く

べ
き
な
の
に
)
　
「
師
」
　
と
称
す
る
の
は
な
ぜ
か
。
諸
侯
が
天
子
に
無
断
で

ゆ
る

勝
手
に
封
建
す
る
こ
と
を
与
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ど
う
し
て
与
さ
な
い

の
か
。
実
際
に
は
与
す
が
経
文
の
上
で
与
さ
な
い
の
で
あ
る
。
経
文
の
上

で
ど
う
し
て
与
さ
な
い
の
か
。
諸
侯
の
義
と
し
て
勝
手
に
封
建
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
諸
侯
の
義
と
し
て
封
建
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
な
ら
、
実
際
に
は
与
す
と
い
う
の
は
な
ぜ
か
。
上
に
し
か
る
べ
き
天

子
が
お
ら
ず
、
下
に
し
か
る
べ
き
方
伯
が
お
ら
ず
、
天
下
の
諸
侯
の
な
か

に
滅
亡
し
あ
う
国
々
が
有
る
場
合
、
こ
れ
を
救
済
す
る
実
力
が
有
る
な
ら

ば
、
こ
れ
を
救
済
し
て
封
建
し
て
も
よ
ろ
し
い
。
(
救
不
言
次
、
比
其
言
次

何
、
不
及
事
也
。
不
及
事
何
。
邦
巳
亡
夫
。
執
亡
之
、
蓋
秋
減
之
。
思
慮
不
言
秋

滅
之
、
鳥
桓
公
誼
也
。
昂
焦
森
桓
公
詩
。
上
無
天
子
、
下
無
方
伯
、
天
下
諸
侯
有

相
滅
亡
者
。
桓
公
不
能
救
、
則
桓
公
恥
之
。
昂
鳥
先
言
次
而
後
言
救
、
君
也
。
君

則
其
描
師
何
、
不
興
諸
侯
専
封
也
。
昂
烏
不
興
、
賃
輿
而
文
不
興
。
文
昂
烏
不
興
、

諸
侯
之
義
不
得
専
封
也
。
諸
侯
之
義
不
得
専
封
則
其
目
安
輿
之
何
、
上
無
天
子
、

下
無
方
伯
。
天
下
諸
侯
有
相
滅
亡
者
、
力
能
救
之
則
救
之
可
也
)

こ
の
長
文
の
『
公
羊
伝
』
の
文
章
は
、
斉
の
桓
公
が
諸
侯
を
率
い
て
邦
の
国

を
救
撰
し
よ
う
と
し
て
間
に
合
わ
ず
、
そ
の
た
め
邪
が
秋
に
滅
ぼ
さ
れ
て
し
ま

っ
た
が
、
経
文
で
は
斉
の
桓
公
の
た
め
に
、
邪
が
滅
ぼ
さ
れ
た
事
実
を
謹
み
は

ば
か
る
表
現
に
し
た
と
記
述
し
た
後
、
本
来
「
諸
侯
の
専
封
は
与
さ
な
い
」
と

い
う
原
則
が
有
る
が
、
実
質
的
に
は
桓
公
の
専
行
を
許
す
こ
と
を
述
べ
た
も
の

ゆ
る

で
あ
る
。
そ
の
際
に
使
わ
れ
た
言
葉
が
、
こ
の
　
「
実
与
而
文
不
与
　
(
実
は
与
し

て
文
は
与
さ
ず
)
」
　
で
あ
る
。
現
実
と
し
て
は
桓
公
の
専
封
す
な
わ
ち
、
天
子

に
無
断
で
諸
侯
を
封
璋
す
る
こ
と
を
認
め
る
が
、
『
春
秋
』
の
表
現
の
上
で
は

認
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
　
「
実
与
而
文
不
与
」
と
い
う
表
現
は
斉
の
桓
公
に
つ
い
て
使
用
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
.
(
倍
公
元
年
・
二
年
・
十
四
年
)
　
〔
⑤
〕
、
ま
た
文
公
十
四
年
で
は
晋

の
覇
業
、
宣
公
十
一
年
で
は
楚
の
覇
業
を
容
認
し
た
伝
文
に
見
え
て
い
る
こ
の

こ
と
か
ら
察
す
る
に
、
「
文
実
の
論
」
と
は
、
王
道
実
現
を
主
唱
す
る
『
公
羊

伝
』
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
次
善
の
第
と
し
て
覇
道
を
認
め
る
た
め
の
理
論

で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
斉
の
桓
公
の
覇
業
に
対
し
て
、
『
公
羊

伝
』
は
特
別
の
思
い
入
れ
が
有
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
『
公
羊
伝
』

の
　
「
損
夷
」
　
の
思
想
と
も
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
『
公
羊
伝
』
が
青
学

を
そ
の
基
盤
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
く
る
も
の
で
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

君
臣
の
義
と
親
親
の
這
　
　
さ
て
『
公
羊
伝
』
が
周
の
封
建
制
度
下
に
お
け

る
礼
の
体
制
の
確
立
を
理
想
と
す
る
以
上
、

「
君
臣
の
義
」
　
の
重
視
が
そ
の
大
き
な
柱
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
の
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
公
羊
伝
』
は
さ
ら
に

こ
れ
に
加
え
て
　
「
親
親
の
遺
」
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
「
親
親
の
道
」
と
は

肉
親
に
対
す
る
特
別
な
配
慮
を
意
味
す
る
。

た
と
え
ば
荘
公
三
十
二
年
の
　
「
秋
、
七
月
、
契
巳
、
公
子
牙
卒
」
に
施
さ
れ

た
伝
文
で
あ
る
。
長
文
な
の
で
適
宜
分
割
し
て
説
明
し
よ
う
。
参
考
ま
で
に
春

秋
初
期
の
魯
の
公
室
の
系
図
を
左
に
掲
げ
る
。

な
に
ゆ
え
弟
と
い
わ
な
い
の
か
。
殺
し
た
か
ら
で
あ
る
。
殺
し
た
の
で

こ
ろ

あ
れ
ば
ど
う
し
て
　
「
刺
し
た
」
と
い
わ
な
い
の
か
。
季
子
の
た
め
に
殺
し
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た
と
い
う
表
現
を
謹
み
避
け
た
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
季
子
の
た
め
に
殺

し
た
と
い
う
表
現
を
謹
み
避
け
た
の
か
。
季
子
は
公
子
牙
の
悪
事
を
止
め

て
、
そ
れ
を
表
沙
汰
に
し
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
季
子
の
心
意
に
添
っ
て
謹

み
避
け
た
の
で
あ
る
。
(
何
以
不
精
弟
、
殺
也
。
殺
則
る
烏
不
言
刺
、
房
事
子

隷
殺
也
。
昂
鳥
虜
季
子
諺
殺
。
季
子
之
退
悪
也
、
不
以
鳥
國
獄
。
縁
季
子
之
心
而

鳥
之
拉
)

恵

公

T

①
隠
公

②
桓
公

〔
三
桓
氏

公
子
慶
父
…
…
…
…
孟
孫
氏

公
子
牙
…
…
…
…
…
叔
孫
氏

公
子
友
　
(
季
子
)
…
季
孫
氏

経
文
に
は
「
公
子
牙
が
卒
し
た
」
と
あ
る
が
、
実
際
に
は
公
子
牙
は
殺
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
大
夫
を
殺
す
の
を
謹
む
と
き
に
は
　
「
刺
す
」
と
記
す
の
が
原
則

だ
と
『
公
羊
伝
』
は
述
べ
て
い
る
が
　
(
億
公
二
十
八
年
)
、
「
刺
す
」
　
と
こ
こ

に
書
か
な
い
の
は
、
季
子
が
公
子
牙
の
悪
事
を
止
め
て
表
沙
汰
に
し
な
か
っ
た

た
め
、
季
子
の
心
意
の
ま
ま
に
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
以
下
に
そ
の
事
情
を
述

べ
る
長
文
の
説
話
が
続
く
。

季
子
が
公
子
牙
の
悪
事
を
止
め
た
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
荘
公
が

病
気
と
な
っ
て
臨
終
の
時
が
近
づ
い
た
と
き
、
病
気
を
理
由
に
季
子
を
呼

び
寄
せ
た
。
季
子
が
駆
け
つ
け
る
と
、
荘
公
は
こ
れ
に
国
政
を
委
ね
て
言

わ

た

し

っ
た
、
「
寡
人
が
こ
の
病
か
ら
立
ち
上
が
れ
な
い
と
き
に
は
、
魯
国
を
誰

に
与
え
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
」
　
と
。
季
子
が
答
え
る
、
「
嫡
子
の
般
が

お
ら
れ
る
。
な
ん
の
憂
う
べ
き
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
」
　
と
。
　
「
ど
う

し
て
そ
の
よ
う
に
事
が
は
こ
ぼ
れ
よ
う
か
。
弟
の
牙
が
私
に
い
う
に
は
、

『
魯
の
君
位
が
父
か
ら
子
へ
受
け
継
が
れ
た
後
は
、
つ
い
で
兄
か
ら
弟
へ

と
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
は
君
の
つ
と
に
御
存
知
の
こ
と
。
慶
父
が
後

に
控
え
て
お
り
ま
す
』
と
」
。
季
子
は
　
「
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
は
ず
が
あ

り
ま
せ
ん
。
牙
が
乱
を
起
こ
そ
う
と
す
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
こ
と
を

す
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
」
　
と
言
っ
た
。
果
た
せ
る
か
な
た
ち
ま
ち
公
子

牙
は
殺
害
の
道
具
を
整
え
た
。
そ
こ
で
季
子
は
毒
薬
を
作
っ
て
公
子
牙
に

差
し
出
し
、
　
「
公
子
よ
、
私
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
こ
の
薬
を
飲
む
な
ら
、

決
し
て
天
下
の
物
笑
い
に
な
る
こ
と
な
く
、
子
孫
は
魯
国
に
存
続
す
る
で

し
ょ
う
。
だ
が
も
し
私
の
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
、
こ
の
薬
を
飲
ま
な
け
れ

ば
、
必
ず
や
天
下
の
物
笑
い
に
な
り
、
子
孫
は
魯
国
に
存
続
し
ま
せ
ん
よ
」

と
さ
と
し
た
。
そ
こ
で
公
子
牙
は
こ
の
言
葉
に
し
た
が
っ
て
毒
を
あ
お
い

だ
。
無
憬
氏
の
屋
敷
で
薬
を
飲
み
、
王
堤
と
い
う
所
ま
で
来
て
死
ん
だ
。

(
季
子
之
道
悪
奈
何
。
荘
公
病
格
死
。
以
病
召
季
子
。
幸
子
至
而
授
之
以
國
政
。

日
、
寡
人
即
不
起
比
病
。
吾
終
焉
致
乎
魯
国
。
孝
子
臼
、
般
也
存
。
君
何
憂
鳶
。

公
日
、
庸
得
若
是
乎
。
牙
謂
我
日
、
魯
一
生
一
及
。
君
巳
知
之
臭
。
慶
父
也
存
。

季
子
日
、
夫
何
敢
。
是
絡
畠
乱
平
。
夫
何
敢
。
俄
而
牙
拭
械
成
。
季
子
和
束
而
飲

之
。
日
、
公
子
従
吾
言
而
飲
比
、
則
必
可
以
無
宿
天
下
戟
笑
。
必
有
後
乎
魯
國
。

不
従
吾
言
而
不
飲
比
、
則
必
烏
天
下
戟
笑
。
必
無
後
乎
魯
國
。
於
是
従
其
舌
而
飲

之
。
飲
之
無
憬
氏
。
至
乎
王
堤
而
死
)
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こ
の
伝
文
に
よ
る
と
、
季
子
は
公
子
牙
が
君
を
耕
し
ょ
う
と
す
る
悪
事
を
未

然
に
防
い
だ
。
つ
ま
り
季
子
の
考
え
に
従
っ
て
公
子
牙
は
毒
殺
さ
れ
た
の
で
あ

る
が
、
経
文
で
は
そ
れ
を
　
「
卒
」
　
と
記
録
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
益
子
牙
は
君
を
耕
し
よ
う
と
し
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ

な
の
に
ど
う
し
て
実
際
に
耕
し
た
者
と
同
じ
表
現
に
す
る
の
か
。
君
と
親

に
対
し
て
は
耕
し
ょ
う
と
思
う
こ
と
す
ら
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
う
心
に

思
っ
た
だ
け
で
謙
殺
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
ら
季
子
の
処
置

は
善
と
評
価
す
べ
き
か
。
そ
の
と
お
り
。
世
子
や
母
弟
を
殺
し
た
場
合
に

「
君
が
誰
そ
れ
を
殺
し
た
」
　
と
直
書
す
る
の
は
、
そ
の
こ
と
を
甚
だ
し
い

事
と
見
な
す
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
季
子
が
同
母
兄
を
殺
し
た
こ
と

を
な
ぜ
善
と
評
価
す
る
の
か
。
誅
殺
に
あ
た
っ
て
は
兄
を
も
避
け
な
い
の

が
　
「
君
臣
の
義
　
〔
臣
下
と
し
て
君
に
仕
え
る
遺
〕
」
　
で
あ
る
か
ら
だ
。
そ
う

だ
と
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
す
ぐ
に
誅
殺
し
な
い
で
毒
薬
を
飲
ま
せ
た
の
か
。

季
子
が
兄
を
誅
殺
す
る
に
あ
た
り
、
か
ば
っ
て
こ
れ
を
逃
が
し
、
あ
た
か

も
病
気
で
死
ん
だ
か
の
よ
う
に
み
せ
た
の
は
、
こ
れ
が
　
「
親
親
の
道
　
〔
肉

親
と
し
て
の
情
け
有
る
仕
方
〕
」
　
で
あ
る
か
ら
だ
。
(
公
子
牙
今
格
爾
。
辞
畠

烏
輿
親
試
着
同
。
君
親
無
精
。
格
而
誅
鳶
。
然
別
善
之
輿
。
日
然
。
殺
世
子
母
弟

直
積
君
者
、
甚
之
也
。
季
子
殺
母
兄
、
何
善
爾
。
誅
不
得
辟
兄
。
君
臣
之
義
也
。

然
別
昂
烏
不
直
誅
而
敢
之
。
行
誅
乎
兄
、
隠
而
逃
之
。
使
託
若
以
疾
死
然
。
親
親

之
道
也
)

こ
の
伝
文
に
よ
れ
ば
、
季
子
は
　
「
君
臣
の
義
」
　
に
従
っ
て
、
拭
君
を
企
て
た

公
子
牙
を
毒
殺
と
い
う
手
段
で
誅
殺
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
公
子
牙

が
あ
た
か
も
病
死
し
た
か
の
よ
う
に
魯
国
の
人
に
は
思
わ
せ
た
。
そ
れ
が
肉
親

と
し
て
の
特
別
な
配
慮
「
親
親
の
道
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で

は
季
子
が
　
「
君
臣
の
義
」
と
　
「
親
親
の
道
」
　
の
両
立
を
は
か
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

君
親
無
将
、
将
而
誅
焉
　
　
と
こ
ろ
で
右
の
伝
文
の
最
終
部
分
に
見
え
る

ま
さ

「
君
親
無
将
、
将
而
誅
焉
　
(
君
・
親
に
は
将
に

す
な
は
　
こ
れ

せ
ん
と
す
る
無
し
。
将
に
せ
ん
と
す
れ
ば
而
ち
駕
を
誅
す
)
　
」
　
と
い
う
言
葉
〔
⑥
〕

は
、

君
無
将
、
将
而
誅
焉

親
無
将
、
将
而
誅
焉

の
二
つ
の
言
葉
を
合
わ
せ
た
表
現
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
は
、
臣
や
子
が

君
ま
た
は
親
を
耕
し
よ
う
と
心
に
決
め
た
だ
け
で
罪
が
有
り
、
た
だ
ち
に
こ
れ

を
誅
殺
す
べ
き
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
　
「
君
無
将
、
将
而
誅
焉
」
と

い
う
の
は
、

人
臣
無
将
、
将
則
反
、
罪
死
無
赦
(
人
臣
は
将
に
せ
ん
と
す
る
無
し
。
将
に

ゆ
る

せ
ん
と
す
る
は
則
ち
反
な
り
。
罪
死
し
て
赦
す
こ
と
無
し
)
」
　
(
『
史
記
』
・

『
漢
書
』
叔
孫
通
伝
)

と
同
じ
主
旨
で
あ
る
。
こ
れ
は
秦
の
博
士
等
が
秦
の
二
世
皇
帝
に
答
え
た
言
葉
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の
中
に
有
る
も
の
で
、
お
そ
ら
く
当
時
秦
で
行
わ
れ
て
い
た
現
行
法
規
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
『
公
羊
伝
』
は
こ
れ
に
　
「
親
無
将
、
将
而
誅
焉
」
　
を
合

わ
せ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
に
も
『
公
羊
伝
』
が
　
「
君
臣
の
義
」
と

と
も
に
　
「
親
親
の
道
」
　
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
ま
た
同
時
に
、
そ
の
作
成
時
期
を
も
暗
示
す
る
で
あ
ろ
う
。

親
親
の
道
　
　
こ
の
　
「
親
親
の
道
」
　
と
い
う
表
現
は
ま
た
、
荘
公
三
十
二
年

以
降
の
魯
の
国
の
内
紛
を
述
べ
た
伝
文
中
に
も
二
度
見
え
て

い
る
。閏

0
-
「
元
年
、
春
、
王
正
月
」

公
は
な
に
ゆ
え
　
「
即
位
」
　
し
た
こ
と
を
い
わ
な
い
の
か
。
試
さ
れ
た
君

を
継
い
だ
場
合
に
は
即
位
を
い
わ
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
か
ら
。
誰
を
継

い
だ
の
か
。
子
股
を
継
い
だ
の
で
あ
る
。
誰
が
子
般
を
耕
し
た
の
か
。
慶

父
で
あ
る
。
さ
き
に
公
子
牙
を
殺
し
た
の
は
牙
が
心
に
就
君
を
決
め
た
か

ゆ
る

ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
季
子
は
こ
れ
さ
え
宥
さ
な
か
っ
た
。
慶
父
は
君
を

蹴
し
た
の
に
な
に
ゆ
え
誅
殺
し
な
い
の
か
。
就
君
を
心
に
決
め
た
だ
け
で

宥
さ
な
い
の
は
、
悪
事
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
で
あ
る
。
だ
が
事
が
行
わ
れ

て
手
の
施
し
よ
う
の
な
い
と
き
、
罪
を
か
ぶ
る
者
が
お
れ
ば
、
深
く
事
情

を
穿
聖
せ
ず
に
そ
の
者
を
誅
殺
す
る
。
こ
れ
が
　
「
親
風
の
道
」
で
あ
る
。

…
…
(
公
何
以
不
言
即
位
、
紐
拭
君
不
言
即
位
。
執
紐
、
亀
子
般
也
。
執
拭
子
般
、

慶
父
也
。
殺
公
子
牙
、
今
格
爾
。
季
子
不
免
。
慶
父
拭
君
何
以
不
誅
、
賂
而
不
免
、

退
慈
也
。
既
而
不
可
及
。
因
獄
有
所
蹄
、
不
探
其
情
而
誅
鳶
。
親
親
之
遺
也
)

開
O
N
「
秋
、
八
月
、
辛
丑
、
公
弟
」

公
が
蒜
ぜ
ら
れ
た
の
に
な
に
ゆ
え
そ
の
場
所
を
書
か
な
い
の
か
。
公
を

痛
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
痛
む
の
か
。
就
せ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
誰

が
斌
し
た
の
か
。
慶
父
で
あ
る
。
さ
き
に
公
子
牙
を
殺
し
た
の
は
牙
が
心

に
就
君
を
決
め
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
季
子
は
こ
れ
さ
え
宥
さ
な
か

っ
た
。
慶
父
は
二
君
を
就
し
た
の
に
な
に
ゆ
え
誅
殺
し
な
い
の
か
。
斌
君

を
心
に
決
め
た
だ
け
で
宥
さ
な
い
の
は
、
悪
事
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
で
あ

る
。
だ
が
事
が
行
わ
れ
て
手
の
施
し
ょ
う
の
な
い
と
き
、
ゆ
っ
く
り
と
追

跡
し
て
賊
を
逃
が
し
て
や
る
。
こ
れ
が
　
「
親
親
の
道
」
　
で
あ
る
。
(
公
亮

何
以
不
地
、
隠
之
也
。
何
隠
爾
、
拭
也
。
執
拭
之
、
慶
父
也
。
殺
公
子
牙
、
今
絡

爾
。
季
子
不
免
。
慶
父
些
一
君
何
以
不
誅
。
絡
而
不
免
、
道
悪
也
。
既
而
不
可
及
。

緩
迫
逸
賊
。
親
親
之
道
也
)

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
子
般
と
閏
公
の
二
君
を
耕
し
た
公
子
慶
父
は
誅
殺
さ
れ
る

こ
と
な
く
国
外
に
亡
命
し
た
が
、
季
子
は
彼
を
見
逃
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
伝
文
は
、
一
見
す
る
と
　
「
君
臣
の
義
」
よ
り
も
「
親
親

の
道
」
を
優
先
さ
せ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
『
論
語
』

子
路
篇
の
有
名
な
一
章
、

菓
公
、
孔
子
に
語
り
て
日
く
、
「
吾
が
党
に
直
射
な
る
者
有
り
。
其
の
父
、

ぬ
寸

羊
を
損
み
て
、
子
之
れ
を
証
せ
り
」
と
。
孔
子
日
く
、
「
吾
が
党
の
直
き
者

は
之
れ
に
異
な
り
。
父
は
子
の
為
め
に
隠
し
、
子
は
父
の
為
め
に
隠
す
。
直

き
こ
と
其
の
中
に
在
り
」
　
と
。

に
見
え
る
孔
子
が
、
国
家
法
規
と
家
族
道
徳
が
衝
突
す
る
場
合
、
躊
躇
す
る
こ
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と
な
く
家
族
の
恩
愛
を
選
択
し
た
よ
う
に
。
そ
し
て
従
来
『
公
羊
伝
』
の
基
本

的
立
場
が
そ
う
だ
と
す
る
見
解
も
実
の
と
こ
ろ
少
な
く
は
な
い
。

し
か
し
一
年
後
の
倍
公
元
年
、
魯
を
出
奔
し
て
い
た
公
子
慶
父
が
魯
に
命
乞

い
を
し
た
と
こ
ろ
、
季
子
は
断
乎
と
し
て
入
国
を
許
さ
ず
、
「
公
子
、
以
て
入

る
べ
か
ら
ず
。
入
る
と
き
は
則
ち
殺
さ
ん
」
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
公
子

慶
父
は
自
殺
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
結
果
と
し
て
季
子

は
公
子
慶
父
に
対
し
て
も
　
「
君
臣
の
義
」
　
の
方
を
貫
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の

よ
う
に
見
て
く
る
な
ら
ば
、
『
公
羊
伝
』
に
お
い
て
は
　
「
君
臣
の
義
」
と
　
「
親

親
の
道
」
　
が
緊
張
を
保
っ
た
ま
ま
に
両
立
が
期
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情

で
あ
ろ
う
。
　
「
君
親
無
将
、
将
而
謙
焉
」
　
と
は
、
そ
の
こ
と
を
象
徴
す
る
言
葉

で
あ
る
。

た
だ
し
二
者
択
一
を
迫
ら
れ
た
極
限
状
況
で
は
、
「
君
臣
の
義
」
を
優
先
す

る
と
い
う
の
が
『
公
羊
伝
』
　
の
基
本
的
立
場
だ
と
筆
者
は
考
え
る
。
そ
の
こ
と

を
示
す
表
現
を
伝
文
中
か
ら
摘
録
し
て
み
よ
う
。

カ

「
君
の
義
を
戯
き
て
、
父
の
讐
を
復
す
る
は
、
臣
、
為
さ
ざ
る
な
り
」

(
定
公
四
年
)

「
家
事
を
以
て
王
事
を
辞
せ
ず
、
王
事
を
以
て
家
事
を
辞
す
。
走
れ
上
の

下
に
行
は
る
る
な
り
」
　
(
哀
公
三
年
)ご

し

し

ょ

前
者
は
、
楚
王
に
父
を
殺
さ
れ
た
楚
の
伍
子
百
が
呉
に
亡
命
し
て
呉
王
に
仕

え
た
際
、
呉
王
が
復
讐
を
勧
め
た
と
こ
ろ
、
「
呉
王
に
対
す
る
君
臣
の
義
を
無

視
し
て
ま
で
も
父
の
仇
に
復
讐
は
し
な
い
」
と
述
べ
た
伍
子
守
の
言
葉
の
中
に

見
え
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
後
者
は
、
一
家
の
私
事
を
理
由
に
王
者
の
公
事
を

回
避
し
て
は
な
ら
な
い
、
公
事
の
た
め
に
私
事
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
こ
そ
、
上

の
法
が
下
に
行
わ
れ
る
所
以
だ
と
『
公
羊
伝
』
は
力
説
す
る
も
の
で
あ
る
。

注①
　
以
下
、
原
文
の
み
で
あ
る
が
三
例
ほ
ど
引
用
し
て
み
よ
う
。

隠
0
-
九
月
、
及
宋
人
盟
干
宿
【
伝
]
執
及
之
、
内
之
微
者
也
。

隠
O
N
　
冬
、
十
月
、
伯
姫
掃
干
紀
[
伝
]
伯
姫
者
何
、
内
女
也
。
其
言
蹄
何
、
婦
人
謂

嫁
日
輪
。

隠
3
　
夏
、
城
中
丘
[
伝
]
中
丘
者
何
、
内
之
邑
也
。
城
中
丘
何
以
書
、
以
重
書
也
。

②
　
山
田
琢
「
魯
に
つ
い
て
の
記
述
法
か
ら
見
た
春
秋
三
伝
の
立
場
」
　
(
金
沢
大
学
本

文
学
部
論
集
哲
学
史
学
篇
七
一
九
七
〇
　
後
に
『
春
秋
学
の
研
究
』
明
徳
出
版
社

所
収
一
九
八
七
)
。

③
　
参
考
ま
で
に
『
春
秋
』
に
記
録
さ
れ
た
　
「
天
王
崩
」
　
と
「
葬
某
王
」
　
の
記
事
を
以

下
に
紹
介
し
よ
う
。

隠
O
U
　
三
月
、
庚
戊
、
天
王
崩

桓
-
∽
　
三
月
、
乙
未
、
天
王
崩

荘
O
U
　
五
月
、
葬
恒
三

[
伝
]
比
未
有
言
崩
者
、
何
以
書
葬
、
蓋
改
葬
也
。
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冬
十
有
二
月
、
丁
未
、
天
王
崩

秋
八
月
、
戊
申
、
天
王
崩

二
月
、
叔
孫
得
臣
如
京
師
、
辛
丑
、
葬
裏
王

[
伝
]
王
者
不
書
葬
、
比
何
以
書
。
不
及
時
事
、
過
時
事
、
我
有
往
者
別
事
。

冬
十
月
、
乙
亥
、
天
王
崩
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⑤　　④

宣
O
U
　
葬
匡
王

成
○
∽
　
冬
十
有
一
月
、
己
酉
、
天
王
崩

惑
0
-
九
月
、
辛
酉
、
天
王
崩

喪
O
N
　
二
年
、
春
、
王
正
月
、
葬
簡
王

稟
N
∽
　
十
有
二
月
、
甲
寅
、
天
王
崩

昭
N
N
　
夏
四
月
、
乙
丑
、
天
王
崩

昭
N
N
　
六
月
、
叔
敬
如
京
師
、
葬
景
王

こ
れ
に
よ
れ
ば
王
の
埋
葬
の
記
事
が
五
例
有
り
、
『
公
羊
伝
』
は
二
箇
所
に
伝
文
を

施
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
伝
文
が
五
王
に
埋
葬
の
記
事
が
有
る
理
由
を
す
べ
て
説

明
し
っ
く
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
こ
と
と
関

連
し
て
『
春
秋
』
に
崩
御
の
記
事
が
　
(
し
た
が
っ
て
埋
葬
の
記
事
も
)
　
無
い
周
王
が

三
人
い
る
こ
と
も
付
け
加
え
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

桓
O
N
　
夏
、
四
月
、
敢
部
大
鼎
干
宋
　
[
伝
]
若
楚
王
之
重
用
。
無
時
駕
可
也
。

定
0
-
庚
辰
、
呉
入
楚
　
　
　
　
　
　
[
伝
]
蓋
妻
楚
王
之
母
也
。

こ
の
三
条
の
伝
文
の
構
造
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
原
文
の
み
で
あ
る
が
左
に

引
用
し
て
み
よ
う
。

億
0
-
「
賓
師
・
宋
師
・
曹
師
次
干
斎
北
、
救
郡
」

救
不
言
次
、
比
其
言
次
何
、
不
及
事
也
。
不
及
事
何
。
郡
巳
亡
夫
。
執
亡
之
、

蓋
秋
波
之
。
島
烏
不
言
秋
波
之
、
烏
桓
公
誅
也
。

昂
爵
鳥
桓
公
詩
。
上
無
天
子
、
下
無
方
伯
、
天
下
諸
侯
有
相
滅
亡
者
。
桓
公
不

能
救
、
則
桓
公
恥
之
。
昂
烏
先
言
次
而
後
言
救
、
君
也
。
君
則
其
稀
師
何
、
不

興
諸
侯
専
封
也
。

鳥
居
不
興
、
賓
輿
而
文
不
興
。
文
昂
鳶
不
興
、
諸
侯
之
義
不
得
専
封
也
。
諸
侯

之
義
不
得
専
封
則
其
目
安
輿
之
何
、
上
無
天
子
、
下
無
方
伯
。
天
下
諸
侯
有
相

滅
亡
者
、
力
能
救
之
則
救
之
可
也
。

億
O
N
「
二
年
、
春
、
王
正
月
、
城
楚
丘
」

執
城
、
城
衛
也
。
昂
烏
不
言
城
衛
、
滅
也
。
執
滅
之
、
蓋
秋
滅
之
。
昂
烏
不
言

秋
滅
之
。
虜
桓
公
諦
也
。

島
鳥
鳶
桓
公
詩
。
上
無
天
子
、
下
無
方
伯
、
天
下
諸
侯
有
相
滅
亡
者
。
桓
公
不

能
救
、
則
桓
公
恥
之
也
。
然
則
執
城
之
、
桓
公
城
之
。
昂
鳥
不
言
桓
公
城
之
、

不
興
諸
侯
専
封
也
。

昂
然
不
興
、
貴
輿
而
文
不
興
。
文
鳥
房
不
興
、
諸
侯
之
義
不
得
専
封
。
諸
侯
之

義
不
得
専
封
則
其
目
安
輿
之
何
、
上
無
天
子
、
下
無
方
伯
。
天
下
諸
侯
有
相
減

亡
者
、
力
能
救
之
則
救
之
可
也
。

備
忘
「
十
有
四
年
、
春
、
諸
侯
城
縁
陵
」

執
城
之
、
城
妃
也
。
昂
烏
城
栂
、
滅
也
。
執
滅
之
、
蓋
徐
菖
脅
之
。
昂
鳥
不
言

徐
苗
脅
之
。
薦
桓
公
詩
也
。

昂
烏
虜
桓
公
詮
。
上
無
天
子
、
下
無
方
伯
、
天
下
諸
侯
有
相
滅
亡
者
。
桓
公
不

能
救
、
則
桓
公
恥
之
也
。
然
則
執
城
之
、
桓
公
城
之
。
昂
鳥
不
言
桓
公
城
之
、

不
興
諸
侯
専
封
也
。

晶
烏
不
興
、
賓
輿
而
文
不
興
。
文
鳥
鳥
不
興
、
諸
侯
之
義
不
得
専
封
也
。
諸
侯

之
義
不
得
専
封
則
其
日
貨
輿
之
何
。
上
無
天
子
、
下
無
方
伯
、
天
下
諸
侯
有
相

滅
亡
者
、
力
能
救
之
則
救
之
可
也
。

⑥
　
昭
公
元
年
に
も
　
「
君
親
無
将
、
将
而
必
誅
焉
」
七
あ
る
。
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